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はじめに 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

対象読者と目的 
『CLUSTERPRO® X Internet Server Agent 管理者ガイド』は、CLUSTERPRO を使用したクラスタシステ

ムに、CLUSTERPRO Internet Server Agent の導入を行うシステムエンジニアと、クラスタシステム導入後

の保守・運用を行うシステム管理者を対象読者としています。本書では、CLUSTERPRO® X Database 
Agent を使用したクラスタシステム導入時に必須の事項について、実際の手順に則して詳細を説明していき

ます。 
 

本書の構成 
第 1 章 「Database Agentの概要」：Database Agent の製品概要および設定方法について説明し

ます。 
第 2 章 「Database Agent コマンドリファレンス」：スクリプトに記述するコマンドの詳細について説明

します。 
第 3 章 「監視状況の確認方法」：監視方法およびメッセージについて説明します。 
第 4 章 「CLUSTERPRO Database Agentの設定」：Database Agent を用いたクラスタ構成情報

の作成方法およびクラスタ生成方法について説明します。 
付録 A 「スクリプトテンプレート」：スクリプトのテンプレートについて解説します。 
付録 B 「用語集」：CLUSTERPRO で紹介された用語の解説をします。 

rpmバージョン 1.1.0-1以降を使用して 監視オプションを新規にセットアップする場合には以下の 
マニュアルを参照してください。 
 

・動作確認済ディストリビューション,kernelバージョン 
・動作確認済監視対象アプリケーションについて 

   →「スタートアップガイド」 
 

・設定パラメータについて 
   →「リファレンスガイド」 
 
本書は 以下の場合に参照してください。 

・rpmバージョン 1.0.X-X の監視オプション (監視用コマンドをexecリソースのスクリプトに記載し

て起動するタイプ) を使用する場合 
・rpmバージョン 1.1.0-1を使用して 1.0.X-Xをベースとしたシステム展開などで 1.0.X-X の監視

オプションを使用する場合 
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CLUSTERPRO マニュアル体系 
CLUSTERPRO のマニュアルは、以下の 4 つに分類されます。各ガイドのタイトルと役割を以下に示しま

す。 
 
『CLUSTERPRO X スタートアップガイド』(Getting Started Guide) 
すべてのユーザを対象読者とし、製品概要、動作環境、アップデート情報、既知の問題などについて記載し

ます。 
 
『CLUSTERPRO X インストール & 設定ガイド』(Install and Configuration Guide) 
CLUSTERPRO を使用したクラスタ システムの導入を行うシステム エンジニアと、クラスタ システム導入

後の保守・運用を行うシステム管理者を対象読者とし、CLUSTERPRO を使用したクラスタ システム導入

から運用開始前までに必須の事項について説明します。実際にクラスタ システムを導入する際の順番に則

して、CLUSTERPRO を使用したクラスタ システムの設計方法、CLUSTERPRO のインストールと設定手

順、設定後の確認、運用開始前の評価方法について説明します。 
 
『CLUSTERPRO X リファレンス ガイド』(Reference Guide) 
管理者を対象とし、CLUSTERPRO の運用手順、各モジュールの機能説明、メンテナンス関連情報および

トラブルシューティング情報等を記載します。『インストール & 設定ガイド』を補完する役割を持ちます。 
 
『CLUSTERPRO X (製品別) 管理者ガイド』(Add-on Products Administrator’s Guide) 
管理者を対象とし、CLUSTERPRO で用意されている関連製品について、製品概要、設定方法などの詳細

情報を記載します。以下の 5 冊があります。 
『Alert Service 管理者ガイド』 
『Application Server Agent 管理者ガイド』 
『Database Agent 管理者ガイド』 
『File Server Agent 管理者ガイド』 
『Internet Server Agent 管理者ガイド』 
 



 

 
本書の表記規則 

本書では、注意すべき事項、重要な事項および関連情報を以下のように表記します。 
 
注： は、重要ではあるがデータ損失やシステムおよび機器の損傷には関連しない情報を表します。 
 
重要： は、データ損失やシステムおよび機器の損傷を回避するために必要な情報を表します。 
 
関連情報： は、参照先の情報の場所を表します。 
 
また、本書では以下の表記法を使用します。 
 
表記 使用方法 例 

[ ] 角かっこ 
コマンド名の前後 
画面に表示される語 (ダイアログ

ボックス、メニューなど) の前後 

[スタート] をクリックします。 
[プロパティ] ダイアログ ボックス 

コマンドライ

ン 中 の  [ ] 
角かっこ 

かっこ内の値の指定が省略可能

であることを示します。 
clpstat -s[-h host_name] 

# Linux ユーザが、root でログイン

していることを示すプロンプト 
# clpcl –s -a 

モノスペース

フ ォ ン ト
(courier) 

パス名、コマンド ライン、システム

からの出力 (メッセージ、プロンプ

トなど)、ディレクトリ、ファイル名、

関数、パラメータ 

/Linux/1.0/jpn/server/ 

モノスペース

フォント太字
(courier) 

ユーザが実際にコマンドラインか

ら入力する値を示します。 
以下を入力します。 
# clpcl –s -a 

モノスペース
フ ォ ン ト
(courier) 
斜体 

ユーザが有効な値に置き換えて入

力する項目 
rpm -i clusterprobuilder-<バージョン番号
>-<リリース番号>.i686.rpm 

 



 

 
x 

 

最新情報の入手先 
最新の製品情報については、以下のWebサイトを参照してください。 
 

http://www.ace.comp.nec.co.jp/CLUSTERPRO/index.html 

http://www.ace.comp.nec.co.jp/CLUSTERPRO/index.html
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第 1 章 Database Agent の概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本章では、CLUSTERPRO Database Agent の概要およびライセンス登録方法について説明します。 

本章で説明する項目は以下のとおりです。 
 
• CLUSTERPRO Database Agentとは? ······················································································· 14 
• 監視コマンドを用いた監視の概要································································································· 15 
• Database Agent を使用するには································································································ 19 
• Database Agentのライセンス登録 ······························································································· 20 
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CLUSTERPRO Database Agent とは? 
CLUSTERPRO でアプリケーション監視を行う場合、通常アプリケーションの起動時の失敗を

検知してフェイルオーバを発生させることができますが、アプリケーションが起動した後のアプ

リケーションのストールおよびエラーについては、検出することはできません。 

CLUSTERPRO Database Agent を使用すると、アプリケーション起動時だけでなく、起動後

のストールやエラー発生時にフェイルオーバを行うことができます。これにより、クラスタシステ

ムでのアプリケーション監視をより効果的に行えるようになります。 

CLUSTERPRO Database Agentは、モニタリソース 1 および 監視コマンドにて、上記のアプ

リケーション監視を実現します。 

本製品の機能のうちモニタリソース型の監視方法については、「リファレンスガイド 第 6 章 モ

ニタリソースの詳細」を参照してください。 

以降のトピックでは、監視コマンドを使用した監視機能について説明していきます。 

 

重要： 

モニタリソース型の場合、WebManager や clpstat コマンドで状態が監視でき、専用のスクリ

プトの記述も不要のため、モニタリソース型の使用を推奨します。 

 

 
 

                                                      
1 CLUSTERPRO バージョン 1.1.0-1よりサポートしています。 
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監視コマンドを用いた監視の概要 
CLUSTERPRO Database Agent では、データベースの監視を行うために、以下の 3 つの設

定を行います。 

1. 監視対象アプリケーションを起動するための exec リソースの設定 (exec1) 

2. 監視コマンドを起動するための exec リソースの設定 (exec2) 

3. exec 2 を監視する pid モニタリソースの設定 
 

監視のしくみ 
まず、exec 1 で監視対象となるアプリケーションを起動します。次に、この exec1 とは別の 
exec リソース (exec2 ) を作成し、この exec 2 のスクリプト内に、exec1 で起動したアプリ

ケーションを監視する監視コマンドを記述します。exec リソースを 2 つ作成する理由は、障害

発生時に、それがアプリケーションの起動エラーであるか、起動後のエラーであるかを区別す

るためです。最後に、exec 2 を監視するための、pid モニタリソースを設定します。 

exec2 で指定する監視コマンドは、アプリケーションを監視するために  CLUSTERPRO 
Dababase Agent が提供するコマンドです。監視コマンドは、パラメータで指定された間隔で

データベースの監視を行い、データベースの異常 (ストール、エラー) を検出すると、自らのプ

ロセスを終了します。 

データベースの異常検出に応じて監視コマンドが終了すると、それを監視する pid モニタによ

り、フェイルオーバやサーバシャットダウンなどの動作を行わせるように設定します。 

以上のしくみにより、通常の設定では検出できない監視対象アプリケーションのストール / エ

ラーを検出し、フェイルオーバやシャットダウンを行うことが可能になります。次の図でこのしく

みを説明します。 
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監視コマンドを使用した APP 監視の概要 

 

 
 

 

フェイルオーバの実行 

APP障害発生 障障害害発発生生  

監視対象APPの起動 

監視コマンドによるAPPの監視開始

PIDモニタによる監視コマンドの監視開始

障害検出し自動終了

障害検出しフェイルオーバ実行

監視

起動失敗した場合は処理停止 

監視

監視

監視

exec1 開始 

(同期) 

exec2 開始 

(非同期) 

pidモニタ 

の起動 

監視コマンド 

自動終了 

pidモニタに 

よる障害検出 

監視対象APP 

監視コマンド 監視対象APP 

監視対象APP 

監視対象APP 

監視対象APP 監視コマンド 

監視コマンド 

監視コマンド 

pidモニタ 

pidモニタ 

pidモニタ 

フェイルオーバグループの開始 
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重要： 

 本監視コマンドは、監視対象アプリケーションが異常終了しないような障害 (主にストー

ル) を検出することができます。これは、監視対象アプリケーションのプロセス終了自体の

監視ではなく、データベースへのアクセス試行などの監視処理動作を行うことで間接的に

実現しています。 

 本監視コマンドは、監視対象のアプリケーションの動作を監視することが目的であり、監

視対象のアプリケーションが異常になった場合の調査や原因究明を行うものではありま

せん。障害が発生した場合、その詳細な原因は、各アプリケーションのログなど他の手段

で原因を判断する必要があります。 

 監視対象アプリケーションによっては、監視処理を実行するたびにsyslogなどにアクセス

ログを出力したり、監視対象アプリケーションのローカルディレクトリにログを出力したりす

ることがあります。これらの設定については、本監視コマンドでは制御できないため、監視

対象アプリケーションで適宜設定を行ってください。ただし、監視対象アプリケーションのロ

グを出力しない場合、障害発生時のログも出力されず原因調査が困難になる可能性があ

ることに留意してください。 

本監視コマンドを停止する際は、停止用のコマンド (clp_XXXXXX XXXXXX --stop) によ

り行ってください。Linux の kill コマンドなどでプロセスを終了させた場合、監視コマンドの管

理情報が正しく初期化されず、監視コマンドの再起動が行えない場合があります。 

関連情報： 詳細は、本ガイドの 28 ページの「DB2 V9の監視コマンド」の注意 4、また、その

ほかの各コマンドの注意事項を参照してください。 
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監視対象アプリケーション 
CLUSTERPRO Database Agentは、CLUSTERPRO環境下で動作するデータベースを監視

します。監視可能なデータベースのアプリケーションと、CLUSTERPRO Database Agent の

バージョンを以下の表に示します。 

IA32 の場合 

データベース CLUSTERPRO 
Database 
Agent 
1.0-1 

DB2 Universal Database V9 ○ 

Oracle Database 10g Release 2 ○ 

PostgreSQL 8.1 ○ 

PowerGres Plus 2.0 ○ 

MySQL 5.0 ○ 

Sybase Adaptive Server Enterprise 12.5.2 ○ 

 ○：サポート  －：未サポート 

Linux x86_64 の場合 

データベース CLUSTERPRO 
Database 
Agent 
1.0-1 

DB2 Universal Database V9 ○ 

Oracle Database 10g Release 2 ○ 

PostgreSQL 8.1 ○ 

PowerGres Plus 2.0 － 

MySQL 5.0 ○ 

Sybase Adaptive Server Enterprise 12.5.2 ○ 

 ○：サポート  －：未サポート 
 

各データベースを監視するために、それぞれに対応した監視コマンドを提供しています。コマン

ドについては、「第 2 章 Database Agent コマンドリファレンス」で詳しく説明します。 

PostgreSQL および MySQL の動作確認バージョンは、CLUSTERPRO のホームページで紹

介しています。 
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Database Agent を使用するには 
このトピックでは、CLUSTERPRO Database Agent を使用する手順について説明します。

Database Agent のモジュールは、CLUSTERPRO Server と同時にインストールされます。

Database Agent を使用するには、ライセンス登録のみが必要になります。 
 

Database Agent の動作環境 
Database Agent は、下記の環境で動作します。Database Agent を使用するすべてのサー

バで、各項目を確認してください。 

Database Agent(監視モジュール)動作環境 

ハードウェア IA32サーバ、x86_64サーバ 

OS CLUSTERPROサーバの動作環境と同じで、かつ、被監視データベー

スシステムが動作すること。 

CLUSTERPRO CLUSTERPRO X 1.0 以降 

必要メモリ容量 7 Mバイト(1コマンドあたり) 

 
Database Agent の最新アップデートを入手してください。アップデートの適用方法については、

アップデート手順書を参照してください。 

注：本監視コマンドは、データベースシステムのクライアントアプリケーションとして動作します

ので、サーバ上でクライアントアプリケーションが動作可能なように設定を行う必要があります。

詳細は、各データベースシステムのマニュアルなどを参照してください。 
 

Database Agent の使用開始までの流れ 
Database Agent のライセンス登録前に、以下の手順が実行されている必要があります。未実

行の場合、『インストール&設定ガイド』の「セクション II CLUSTERPRO X のインストールと設

定」の記述に従ってください。 

1. CLUSTERPRO Server および Builder のインストール 

2. クラスタ生成コマンドの実行 

3. CLUSTERPRO Server のライセンス登録 

上記 1 から 3 までの手順が終了したら、以下の手順に従い、Database Agent の使用を開

始します。本書に記載の手順に従って操作を行ってください。 

1. Database Agentのライセンス登録 
20 ページの「Database Agentのライセンス登録」の手順に従ってライセンスを登録してく

ださい。 
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Database Agent のライセンス登録 
Database Agent を動作させるためには、ライセンス登録が必要です。 

ライセンス登録は、クラスタを構成する各サーバで、root ユーザで行います。サーバごとに異な

るライセンスキーを登録する必要があります。 

注：  

CLUSTERPRO のバージョンが CLUSTERPRO Database Agent に対応していない場合は、

ライセンス登録が正常に行えない場合があります。その場合は、CLUSTERPRO のアップ

デートが必要になります。 
 

対話形式でライセンスを登録するには 
ここでは、製品版の場合を例にとり説明を行います。 

本手順を実行する前に、以下を確認してください。 

 CLUSTERPRO Server のインストール、クラスタ生成コマンドの実行、CLUSTERPRO 
Server のライセンス登録が実行済みであることを確認します。 

 販売元から正式に入手した Database Agent 用のライセンス シートを手元に用意しま

す。このライセンス シートに記載されている値の入力が必要になります。 

1. サーバ上で以下のコマンドを実行します。 
# clplcnsc –i –p DBAG10 

2. 以下が表示されます。製品版を示す 1 を入力します。 
Software license 
 1 Product version 
 2 Trial version 
Select the license version [1 or 2]…1 

3. 製品のシリアル番号の入力が要求されます。ライセンスシートに記載されている値を指定

します。 

Enter serial number [Ex. XXX0000000]… xxxnnnnnnn 

4. 製品のライセンスキーの入力が要求されます。ライセンスシートに記載されている値を指

定します。 

注： 大文字・小文字を区別しますので、ライセンスシートの記載情報をそのまま入力して

ください。なお、他の文字や数値との混同を避けるため、CLUSTERPRO のライセンス

キーは英大文字の I(アイ)と O(オー)は使用していません。 

Enter license key 

[Ex. XXXXXXXX-XXXXXXXX-XXXXXXXX-XXXXXXXX]… 

xxxxxxxx-xxxxxxxx-xxxxxxxx-xxxxxxxx 

コマンド終了後、コンソールに「Command succeeded.」が表示された場合は、コマンドが

正常に終了したことを意味します。その他の終了メッセージが表示された場合については、

『リファレンスガイド』の「第 4 章 CLUSTERPRO コマンド リファレンス」の「ライセンス

管理コマンド」を参照してください。 
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ライセンスファイル指定でライセンスを登録するには 
試用版の場合のみ、ライセンスシートの代わりにライセンスファイルを使用してライセンス登録

を行う場合があります。試用版のライセンス登録は、クラスタ内の 1 サーバに対してのみ行う

ことで、クラスタ全体のライセンス登録が可能です。以下の手順に従ってください。 
 

 サーバ上で以下のコマンドを実行します。 
# clplcnsc –i filepath –p DBAG10 
 

-i オプションで指定する filepath には、ライセンスファイルへのファイルパスを指定し

てください。 

コマンド終了後、コンソールに｢Command succeeded.」が表示された場合は、コマンドが

正常に終了したことを意味します。その他の終了メッセージが表示された場合については、

『リファレンスガイド』の「第 4 章 CLUSTERPRO コマンド リファレンス」の「ライセンス

管理コマンド」を参照してください。 

以上で、CLUSERPRO Database Agent のセットアップは終了です。次の章では、監視コマン

ドの使用方法について説明します。 
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第 2 章 Database Agent コマンドリファ

レンス 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本章では、CLUSTERPRO Database Agent の設定および運用に関するリファレンス情報を記載します。 

本章で説明する項目は以下のとおりです。 
 
• データベース監視コマンド一覧 ····································································································· 24 
• Database Agent のコマンドリファレンス ······················································································ 27 
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データベース監視コマンド一覧 
Database Agent では、スクリプトに記述するデータベース監視コマンドを提供しています。 

コマンド 使用用途 参照ページ 

clp_db2mon DB2の監視を行います。 
DB2 Universal Database V9に対応しています。 

28 

clp_ora10mon Oracleの監視を行います。 
Oracle Database 10g Release 2に対応しています。 

31 

clp_psql81mon PostgreSQL 8.1に対応しています。 35 

clp_mysql50mon MySQLの監視を行います。 
MySQL5.0に対応しています。 

40 

clp_sybmon Sybase Adaptive Server Enterpriseの監視を行い

ます。 
Sybase Adaptive Server Enterprise 12.5.2に対応して

います。 

44 

 

注：  

本監視コマンドは、root 権限のあるユーザから実行してください。root 権限のないユーザで実

行すると、ライセンス情報の取得などに失敗し、実行することができません。 

本監視コマンドを実行する際には、/usr/sbin にパスが通っている必要があります。通常は、

/usr/sbin にパスが通っています。 
 

監視チャート 
Database Agent は、以下のタイミングで障害を認識します。 

 
 
 
 
 
 
 

※リトライ 2 回の場合 

 

また、指定した応答待ち時間内に応答がない場合は、直ちに障害と認識します。 
 
 
 
 
 

 

← 応答待ち時間 →

？

← 応答待ち時間 →

？
障害

監視処理 応答 (エラー)

← 監視間隔→

リトライ１回目 リトライ２回目

障害 

監視処理 応答 (エラー)

← 監視間隔→

リトライ１回目 リトライ２回目

障害 
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EXEC リソースへのスクリプト記述の際の注意事項 
以下の点に注意して、EXEC リソースにスクリプトを記述してください。 

 監視コマンドの起動/終了を記述するEXECリソースを作成する前に、監視対象のアプリ

ケーションの起動/終了を記述したEXECリソースをまず完成させ、そのフェイルオーバグ

ループが正常に、起動・終了・移動・フェイルオーバすることを確認してください。確認を行

わずに監視コマンドの起動・終了を記述したEXECリソースを作成した場合、フェイルオー

バグループの起動などで監視コマンドが異常を検出したときに、本当に異常が発生したの

か、監視対象アプリケーションの各種環境が正しく設定されていないのか、監視コマンド

のパラメータ値が適切でないのかを判断することが困難になります。 

 監視コマンドの起動/終了用のEXECリソースは、監視対象のアプリケーションの起動/終
了を記述するEXECリソースの後に活性化するようにリソースの依存関係を設定してくだ

さい。設定が正しくない場合、監視コマンドは、監視対象アプリケーションの異常とみなす

ことがあります。 

本監視コマンドは、1 フェイルオーバグループ内に複数のデータベースを監視するように記述

することも可能です。 

例 

フェイルオーバグループ A 

 

 

スクリプト記述の具体例については、｢付録 A スクリプトテンプレート｣を参照してください。 

   : 
監視コマンド WATCHID1 DB_1 

EXEC Resource1 

   :
監視コマンド WATCHID2 DB_2 

EXEC Resource2

DB_1 

DB_2 
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監視の中断と再開を行うには 
Database Agent では、監視処理の中断・再開を行うことができます。これにより、監視処理の

中断中にデータベースシステムの保守作業などを行うことができます。以下の手順に従ってく

ださい。 

1. 監視コマンドを起動します。監視処理が開始されます。 

2. 監視処理の中断を行うには、中断を行いたい任意の時点でサーバ上のコンソールから以

下のコマンドを実行します。 
監視コマンド watchid --pause 

3. 監視処理が中断されると、CLUSTERPRO WebManager に以下のメッセージが表示さ

れます。 
clp_xxxxmon will stop monitoring. [ID:watchid] 

4. 監視処理を再開するには、再開したい任意の時点でサーバ上のコンソールから以下のコ

マンドを実行します。 
監視コマンド watchid --resume 

5. 監視処理が中断されると、CLUSTERPRO WebManager に以下のメッセージが表示さ

れます。 
clp_xxxxmon will start monitoring. [ID:watchid] 
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Database Agent のコマンドリファレンス 
コマンドの機能についての見方について説明します。機能説明は、以下の形式で行ないます。 

 

コマンドライン 

ユーザが入力する実際のイメージを示します。 

 [ ] は、囲まれたパラメータが省略可能であることを示します。 

 ｜ は、区切られたパラメータのいずれかを選択することを示します。 
 

説明 

機能に関する説明です。 
 

パラメータ 

上記コマンドラインで示されたパラメータに関する説明です。 
 

補足 

補足事項です。パラメータの設定の詳細などが説明されています。 

 

監視方法 

監視方法に関する説明です。 

 

注意 

コマンドを使用する際の注意事項です。 

 

コマンド使用例 

実際にコマンドを使用する際のスクリプトへの記述例です。 
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DB2 V9 の監視コマンド 
clp_db2mon    DB2 V9の監視を行います。 

 

コマンドライン 
監視の開始 
clp_db2mon 

 
識別子 -d データベース名 [-m インスタンス名]  
[-u ユーザ名] [-p パスワード] [-t テーブル名] 
[-i 監視間隔] [-c リトライ回数] [-r 応答待ち時間] 

監視の終了 
clp_db2mon 

 
識別子 --stop [終了待ち時間] 

監視の中断 
clp_db2mon 

 
識別子 --pause 

監視の再開 
clp_db2mon 

 
識別子 --resume 

情報表示 
clp_db2mon 

 
識別子 --disp 

情報削除 
clp_db2mon 

 
識別子 --del 

 

説明 データベース名を指定して、データベース単位に DB2 監視を行いま

す。DB2 の異常を検出すると、本監視コマンドは終了します。 

また、コマンドの終了、監視の中断・再開などを行います。 

--pause/--resume/--disp/--del を指定する場合は、root 権限のコンソー

ル上から実行します。 

 
オプション 識別子 監視コマンドを一意に区別するための識別子を

指定します。 
設定必須。 

 -d データベース名 監視するデータベース名を指定します。 
設定必須。 

 -m インスタンス名 監視するデータベースのインスタンス(データ

ベースマネージャ)名を指定します。 
既定値 db2inst1。 

 -u ユーザ名 データベースにログインする際のユーザ名を指

定します。 
既定値 db2inst1。 

 -p パスワード データベースにログインする際のパスワードを指

定します。 
既定値 ibmdb2。 

 -t テーブル名 データベース上に作成する監視用テーブル名を

指定します。 
既定値 db2watch。 

 -i 監視間隔 データベース監視の監視間隔(1～10000)を秒

数で指定します。 
既定値 60。 
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 -c リトライ回数 データベース監視で障害を検出したときのリトラ

イ回数(1～10000)を指定します。 
既定値 2。 

 -r 応答待ち時間 データベース監視処理の応答待ち時間 (1～

10000)を秒数で指定します。 
既定値 120。 

 --stop 監視コマンドを終了します。 
 終了待ち時間 監視コマンドが正常に終了するのを待ち合わせ

る時間(1～10000)を秒数で指定します。 
既定値 60。 

 --pause 監視を一時的に中断します。 
 --resume 監視を再開します。 
 --disp 監視コマンドが管理している監視コマンド識別子

のプロセスID(pid)を表示します。 
通常は使用しないでください(注意4参照)。 

 --del 監視コマンドが管理している監視コマンド識別子

の情報を削除します。 
通常は使用しないでください(注意4参照)。 

 
補足 識別子について 

監視コマンドの制御のためにシステムで一意な識別子を指定する必

要があります。既に起動している監視コマンドと同一の識別子で監視

コマンドを起動することはできません。識別子は、英数字で指定し、長

さは255バイトまでです。大文字、小文字を区別します。 
識別子は、監視コマンドの第一引数として記述する必要があります。 
 
-u -pパラメータについて 
インスタンス名と同じ値のユーザ名でデータベースをアクセスする場

合は、通常-u/-pパラメータを指定する必要はありません。インスタン

ス名と異なるユーザでデータベースのアクセスを行う場合に指定して

ください。 
 
-tパラメータについて 
-dパラメータで指定したデータベース上に-tパラメータで指定した値の

テーブルを作成します。そのため、-tパラメータのテーブル名と運用に

使用しているテーブル名とが重ならないように注意してください。 
 
-d,-m,-u,-p,-tパラメータについて 
上記パラメータで指定可能な文字列の長さは、255 バイトまでです。

実際に有効な長さは、各パラメータによって異なりますが、本監視コ

マンドでは、有効長の確認は行いません。有効長は、DB2 の仕様に

従います。 
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監視方法 本監視コマンドでは、以下の監視を行います。 

データベース上に監視用テーブルを作成し、SQL 文の発行により、最

大 5 桁の数値データの書き込みと読み込みを実行します。 

監視の結果、以下の場合に異常とみなします。 

(1) データベースへの接続やSQL文の発行に対する応答が応答待

ち時間(-rパラメータ値)以内にない場合 
(2) データベースへの接続やSQL文の発行に対する応答で異常が

通知された場合 

(3) 書き込んだデータと読み込んだデータが一致していない場合 
使用するSQL文は、create/drop/insert/update/selectです。 

 
注意1 
 

本監視コマンドは、DB2のCLIのライブラリを利用して、DB2の監視を

行っています。そのため、rootユーザで、｢source インスタンスユーザ
のホーム/sqllib/db2profile｣を実行する必要があります。起動スクリプ

トなどに記述してください。 
 

注意2 データベースのコードページと本監視コマンドを実行するrootユーザの

コードページが異なると、本監視コマンドは、DB2のデータベースに接

続することができません。必要に応じて、起動スクリプトなどに、

｢export LANG=ja_JP.eucJP｣などを記述してください。 
データベースのコードページの確認は、｢db2 get db cfg for データ
ベース名｣などで行ってください。詳細は、DB2のマニュアルを参照し

てください。 
 

注意3 パラメータで指定したデータベース名・インスタンス名・ユーザ名・パス

ワードなどの値が、監視を行うDB2の環境と異なる場合、DB2の監視

を行うことができません。各エラー内容を示すメッセージが表示されま

すので、環境を確認してください。 
 

注意4 監視中に監視コマンドのプロセスをkillコマンドで終了させた場合、管

理情報が正しく初期化されないために、同一の識別子の監視コマンド

を 起 動 す る こ と が で き な く な る こ と が あ り ま す 。 そ の 場 合 、

｢clp_db2mon 識別子 --disp｣コマンドを実行すると、指定した識別子

に対応するプロセスIDが表示されますので、psコマンドでそのプロセ

スIDの実行ファイルを確認し、監視コマンド以外のプロセスになってい

れば、｢clp_db2mon 識別子 --del｣コマンドで管理情報を削除してく

ださい。 
正常に動作している識別子を指定して｢clp_db2mon 識別子 --del｣コ
マンドを実行すると、監視コマンドが誤動作しますので、絶対に行わな

いでください。 
 

 
コマンド使用例 [start.sh] 

export LANG=ja_JP.eucJP 
source /home/db2inst1/sqllib/db2profile 
clp_db2mon db2watch -d データベース名 
[stop.sh] 
source /home/db2inst1/sqllib/db2profile 

clp_db2mon db2watch --stop 
 
本監視コマンドは、EXEC リソースから起動します。 
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Oracle10g R2 の監視コマンド 
clp_ora10mon  Oracle10gの監視を行います。 

 

コマンドライン 
監視の開始 
clp_ora10mon 

 
識別子 -d 接続文字列 
[-u ユーザ名] [-p パスワード] [-t テーブル名] 
[-i 監視間隔] [-c リトライ回数] [-r 応答待ち時間] 

監視の終了 
clp_ora10mon 

 
識別子 --stop [終了待ち時間] 

監視の中断 
clp_ora10mon 

 
識別子 --pause 

監視の再開 
clp_ora10mon 

 
識別子 --resume 

情報表示 
clp_ora10mon 

 
識別子 --disp 

情報削除 
clp_ora10mon 

 
識別子 --del 

 

説明 接続文字列を指定して、データベース単位に Oracle 監視を行います。

Oracle の異常を検出すると、本監視コマンドは終了します。 

また、コマンドの終了、監視の中断・再開などを行います。 

--pause/--resume/--disp/--del を指定する場合は、root 権限のコンソー

ル上から実行します。 

 
オプション 識別子 監視コマンドを一意に区別するための識別子を指

定します。 
設定必須。 

 -d 接続文字列 監視するデータベースに対応する接続文字列を指

定します。 
設定必須。 

 -u ユーザ名 データベースにログインする際のユーザ名を指定

します。 
既定値 sys。 

 -p パスワード データベースにログインする際のパスワードを指

定します。 
既定値 change_on_install。 

 -t テーブル名 データベース上に作成する監視用テーブル名を指

定します。 
既定値 orawatch。 

 -i 監視間隔 データベース監視の監視間隔(1～10000)を秒数

で指定します。 
既定値 60。 

 -c リトライ回数 データベース監視で障害を検出したときのリトライ

回数(1～10000)を指定します。 
既定値 2。 
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 -r 応答待ち時間 データベース監視処理の応答待ち時間 (1 ～

10000)を秒数で指定します。 
既定値 120。 

 --stop 監視コマンドを終了します。 
 終了待ち時間 監視コマンドが正常に終了するのを待ち合わせる

時間(1～10000)を秒数で指定します。 
既定値 60。 

 --pause 監視を一時的に中断します。 

 --resume 監視を再開します。 

 --disp 監視コマンドが管理している監視コマンド識別子

のプロセスID(pid)を表示します。 
通常は使用しないでください(注意4参照)。 

 --del 監視コマンドが管理している監視コマンド識別子

の情報を削除します。 
通常は使用しないでください(注意4参照)。 

 
備考 識別子について 

監視コマンドの制御のためにシステムで一意な識別子を指定する必

要があります。既に起動している監視コマンドと同一の識別子で監視

コマンドを起動することはできません。識別子は、英数字で指定し、長

さは255バイトまでです。大文字、小文字を区別します。 
識別子は、監視コマンドの第一引数として記述する必要があります。 
 
-u -pパラメータについて 
-u、-pパラメータで指定するユーザは、-d パラメータに指定したデー

タベースにアクセス可能なOracleユーザを指定してください。 
 
-tパラメータについて 
-dパラメータで指定したデータベース上に-tパラメータで指定した値の

テーブルを作成します。そのため、-tパラメータのテーブル名と運用に

使用しているテーブル名とが重ならないように注意してください。 
 
-d,-u,-p,-tパラメータについて 
上記パラメータで指定可能な文字列の長さは、255バイトまでです。

実際に有効な長さは、各パラメータによって異なりますが、本監視コ

マンドでは、有効長の確認は行いません。有効長は、Oracleの仕様

に従います。 
 

監視方法 本監視コマンドでは、以下の監視を行います。 

データベース上に監視用テーブルを作成し、SQL 文の発行により、最

大 5 桁の数値データの書き込みと読み込みを実行します。 

監視の結果、以下の場合に異常とみなします。 

(1) データベースへの接続やSQL文の発行に対する応答が応答待ち

時間(-rパラメータ値)以内にない場合 
(2) データベースへの接続やSQL文の発行に対する応答で異常が通

知された場合 

(3) 書き込んだデータと読み込んだデータが一致していない場合、使

用するSQL文は、create/drop/insert/update/selectです。 
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注意1 
 

本監視コマンドは、Oracleのインターフェイス(Oracle Call Interface)
を利用して、Oracleの監視を行っています。そのため、監視を行う

サーバ上に、インターフェイス用のライブラリ(libclntsh.so)がインス

トールされている必要があります。 
 

注意2 パラメータで指定した接続文字列・ユーザ名・パスワードなどの値が、

監視を行うOracleの環境と異なる場合、Oracleの監視を行うことがで

きません。各エラー内容を示すメッセージが表示されますので、環境を

確認してください。 
 

注意3 DBAユーザの認証方式がOS認証のみの場合 
Oracleの初期化パラメータフィルにおいて、 
REMOTE_LOGIN_PASSWORDFILにNONEが指定されている場

合、clp_ora10mon の -u、-p パラメータには、DBA権限のないデータ

ベースユーザを指定してください。 
DBA権限のあるデータベースユーザを指定した場合、clp_ora10mon
起動時に、ORA-01031のエラーになり監視を行うことができません。 
 

注意4 監視中に監視コマンドのプロセスをkillコマンドで終了させた場合、管

理情報が正しく初期化されないために、同一の識別子の監視コマンド

を 起 動 す る こ と が で き な く な る こ と が あ り ま す 。 そ の 場 合 、

｢clp_ora10mon 識別子 --disp｣コマンドを実行すると、指定した識別

子に対応するプロセスIDが表示されますので、psコマンドでそのプロ

セスIDの実行ファイルを確認し、監視コマンド以外のプロセスになって

いれば、｢clp_ora10mon 識別子 --del｣コマンドで管理情報を削除し

てください。 
正常に動作している識別子を指定して｢clp_ora10mon 識別子 
--del｣コマンドを実行すると、監視コマンドが誤動作しますので、絶対

に行わないでください。 
 

注意5 データベース作成時のキャラクタ・セットは、OSでサポートされている

キャラクタ・セットに合わせてください。 
Oracleの初期化パラメータファイルで、NLS_LANGUAGEに日本語

が 指 定 さ れ て い る 場 合 、 監 視 コ マ ン ド を 起 動 す る 前 に

NLS_LANG(Oracleの環境変数)で英語を指定し、キャラクタ・セットは

データベースに合わせたものを指定してください。 
これらの対応をしていないとアラートビューへのイベントID(0)のアラー

トメッセージをうまく表示することができません。 
ただし、データベース接続時のエラー（ユーザ名不正など）について

は、上記の対応を行っても正しく表示されないことがあります。 
NLSパラメータ、NLS_LANGの設定、詳細な内容については、Oracle
社のマニュアル｢グローバリゼーション・サポート・ガイド｣を参照してく

ださい。 
アラートメッセージについては、51 ページの「アラートメッセージ一覧」

を参照してください。 
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コマンド使用例 [start.sh] 
export ORACLE_HOME=/opt/oracle/product/10.2.0/db_1 
export LD_LIBRARY_PATH=$ORACLE_HOME/lib 
export NLS_LANG=AMERICAN_AMERICA.JA16EUC 
clp_ora10mon orawatch -d 接続文字列 
[stop.sh] 
export ORACLE_HOME=/opt/oracle/product/10.2.0/db_1 
export LD_LIBRARY_PATH=$ORACLE_HOME/lib 
clp_ora10mon orawatch --stop 
 
本監視コマンドは、EXEC リソースから起動します。 

本監視コマンドを実行するためには、環境変数 ORACLE_HOME と

LD_LIBRARY_PATH を設定する必要があります。 
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PostgreSQL 8.1 の監視コマンド 
 

clp_psql81mon PostgreSQL 8.1の監視を行います。 
PowerGres Plusの監視を行います(注意1参照)。 

 

コマンドライン 
監視の開始 
clp_psql81mon 

 
識別子 -d データベース名 
[-a IPアドレス] [-n ポート番号] 
[-u ユーザ名] [-p パスワード] [-t テーブル名] 
[-i 監視間隔] [-c リトライ回数] [-r 応答待ち時間] 

監視の終了 
clp_psql81mon 

 
識別子  --stop [終了待ち時間] 

監視の中断 
clp_psql81mon 

 
識別子  --pause 

監視の再開 
clp_psql81mon 

 
識別子  --resume 

情報表示 
clp_psql81mon 

 
識別子  --disp 

情報削除 
clp_psql81mon 

 
識別子  --del 

 

説明 データベース名を指定して、データベース単位にPostgreSQL監視を行

います。PostgreSQLの異常を検出すると、本監視コマンドは終了しま

す。 

また、コマンドの終了、監視の中断・再開などを行います。 

--pause/--resume/--disp/--delを指定する場合は、root権限のコンソール

上から実行します。 

 

オプション 識別子 監視コマンドを一意に区別するための識別子を指

定します。 
設定必須。 

 -d データベース名 監視するデータベース名を指定します。 
設定必須。 

 -a IPアドレス PostgreSQLのクライアントからPostgreSQLに接

続する際のIPアドレスを指定します。 
既定値 127.0.0.1。 

 -n ポート番号 PostgreSQLのポート番号を指定します。 
既定値 5432(PGPORT環境変数が設定されてい

ればPG PORTの値)。 
 -u ユーザ名 データベースにログインする際のユーザ名を指定

します。 
既定値 postgres。 

 -p パスワード データベースにログインする際のパスワードを指

定します。 
既定値 なし。 
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 -t テーブル名 データベース上に作成する監視用テーブル名を指

定します。 
既定値 psqlwatch。 

 -i 監視間隔 データベース監視の監視間隔(1～10000)を秒数

で指定します。 
既定値 60。 

 -c リトライ回数 データベース監視で障害を検出したときのリトライ

回数(1～10000)を指定します。 
既定値 2。 

 -r 応答待ち時間 データベース監視処理の応答待ち時間 (1 ～

10000)を秒数で指定します。 
既定値 120。 

 --stop 監視コマンドを終了します。 

 終了待ち時間 監視コマンドが正常に終了するのを待ち合わせる

時間(1～10000)を秒数で指定します。 
既定値 60。 

 --pause 監視を一時的に中断します。 

 --resume 監視を再開します。 

 --disp 監視コマンドが管理している監視コマンド識別子

のプロセスID(pid)を表示します。 
通常は使用しないでください(注意3参照)。 

 --del 監視コマンドが管理している監視コマンド識別子

の情報を削除します。 
通常は使用しないでください(注意3参照)。 
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備考 識別子について 

監視コマンドの制御のためにシステムで一意な識別子を指定する必要

があります。既に起動している監視コマンドと同一の識別子で監視コマ

ンドを起動することはできません。識別子は、英数字で指定し、長さは

255バイトまでです。大文字、小文字を区別します。 
識別子は、監視コマンドの第一引数として記述する必要があります。 
 
-aパラメータについて 
PostgreSQL に FIP で ア ク セ ス し て い る 場 合 、 FIP を 指 定 し ま す 。

localhost接続の場合は、指定する必要はありません。 

 

例 

クラアント

FIP

サーバ

CGI

Apache

localhost

PostgreSQL

FIP

サーバ

PostgreSQL

クラアント クラアントクラアント

FIP

サーバ

CGI

Apache

CGICGI

Apache

localhost

PostgreSQLPostgreSQL

FIP

サーバ

PostgreSQLPostgreSQL

クラアントクラアント

 
 

本パラメータで指定するIPアドレスは、pg_hba.confファイルで接続を許

可しておく必要があります。 
 
-nパラメータについて 
PostgreSQLの起動の際にポート番号を指定している場合は、本パラ

メータを指定してください。通常、PostgreSQLの起動時にポート番号を

指定しないと5432が使用されます。 
 
-u -pパラメータについて 
PostgreSQLで設定したユーザ名とパスワードを指定してください(Linux
上のユーザ名・パスワードではありません)。pg_hba.confにおいて、接

続可能ユーザを限定しているデータベースの監視を行う際に指定しま

す。 
 
-tパラメータについて 
-dパラメータで指定したデータベース上に-tパラメータで指定した値の

テーブルを作成します。そのため、-tパラメータのテーブル名と運用に使

用しているテーブル名とが重ならないように注意してください。 
 
-d,-a,-u,-p,-tパラメータについて 
上記パラメータで指定可能な文字列の長さは、255バイトまでです。実

際に有効な長さは、各パラメータによって異なりますが、本監視コマンド

では、有効長の確認は行いません。有効長は、PostgreSQLの仕様に

従います。 
 



第 2 章 Database Agent コマンドリファレンス 

CLUSTERPRO X Database Agent 1.0 for Linux 管理者ガイド 
38 

 
監視方法 本監視コマンドでは、以下の監視を行います。 

データベース上に監視用テーブルを作成し、SQL 文の発行により、最大

5 桁の数値データの書き込みと読み込みを実行します。 

監視の結果、以下の場合に異常とみなします。 

(1) データベースへの接続やSQL文の発行に対する応答が応答待ち時

間(-rパラメータ値)以内にない場合 
(2) データベースへの接続やSQL文の発行に対する応答で異常が通知

された場合 
(3) 書き込んだデータと読み込んだデータが一致していない場合 
使用するSQL文は、create/drop/insert/update/selectです。 

 
注意1 
 

本監視コマンドは、PostgreSQLのlibpqのライブラリを利用して、

PostgreSQLの監視を行っています。 

本監視コマンドが実行できない場合(CLUSTERPROマネージャのア

ラートビュー上に、｢Monitor xxx failed.(1:Process does not 
exitst.(pid:xx))｣が表示される)は、PostgreSQLのlibpqライブラリが存

在するパスへアプリケーションのライブラリパスを設定してください。 

本監視コマンドは、PostgreSQLの以下のバージョンのライブラリを必要

とします。 
clp_psql81mon    libpq.so.4 

例 
  export LD_LIBRARY_PATH=/usr/local/pgsql/lib 
また、サーバの標準エラー出力に、｢clp_psqlxxmon: error while 
loading shared libraries: libpq.so.xx: cannot open shared object file: 
No such file or directory｣のようにライブラリ名が表示されます。該当す

るファイル名のライブラリが存在しない場合は、PostgreSQLのライブラ

リの実体ファイルにソフトリンクしてください。特に、PowerGres Plusの

監視時には必要となります。 

例 
  ln –s libpq.so.xx libpq.so.xx 
 

注意2 パラメータ指定値が、監視を行うPostgreSQLの環境と異なる場合、

CLUSTERPROマネージャのアラートビューに、エラー内容を示すメッ

セージが表示されますので、環境を確認してください。 
 

注意3 監視中に監視コマンドのプロセスをkillコマンドで終了させた場合、管理

情報が正しく初期化されないために、同一の識別子の監視コマンドを起

動することができなくなることがあります。その場合、｢clp_psql81mon 
識別子 --disp｣コマンドを実行すると、指定した識別子に対応するプロセ

スIDが表示されますので、psコマンドでそのプロセスIDの実行ファイル

を 確 認 し 、 監 視 コ マ ン ド 以 外 の プ ロ セ ス に な っ て い れ ば 、

｢clp_psql81mon 識別子 --del｣コマンドで管理情報を削除してくださ

い。 
正常に動作している識別子を指定して｢clp_psql81mon 識別子 --del｣
コマンドを実行すると、監視コマンドが誤動作しますので、絶対に行わな

いでください。 
 

注意4 クライアント認証について 
本監視コマンドではpg_hba.confファイルに設定可能な以下の認証方式

が動作確認済みとなっています。 
trust、md5、password 
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コマンド使用

例 

[start.sh] 
export LD_LIBRARY_PATH=/usr/local/pgsql/lib 
clp_psql81mon psqlwatch -d データベース名 
[stop.sh] 
clp_psql81mon psqlwatch --stop 
 
本監視コマンドは、EXECリソースから起動します。 
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MySQL5.0 の監視コマンド 
clp_mysql50mon MySQL5.0の監視を行います。 

 

コマンドライン 
監視の開始 
clp_mysql50mon 

 
識別子 -d データベース名 
[-a IPアドレス] [-n ポート番号] 
[-u ユーザ名] [-p パスワード] [-t テーブル名] 
[-i 監視間隔] [-c リトライ回数] [-r 応答待ち時間] 

監視の終了 
clp_mysql50mon 

 
識別子  --stop [終了待ち時間] 

監視の中断 
clp_mysql50mon 

 
識別子  --pause 

監視の再開 
clp_mysql50mon 

 
識別子  --resume 

情報表示 
clp_mysql50mon 

 
識別子  --disp 

情報削除 
clp_mysql50mon 

 
識別子  --del 

 

説明 データベース名を指定して、データベース単位にMySQL監視を行いま

す。MySQLの異常を検出すると、本監視コマンドは終了します。 

また、コマンドの終了、監視の中断・再開などを行います。 

--pause/--resume/--disp/--delを指定する場合は、root権限のコンソール

上から実行します。 

 

オプション 識別子 監視コマンドを一意に区別するための識別子を指

定します。 
設定必須。 

 -d データベース名 監視するデータベース名を指定します。 
設定必須。 

 -a IPアドレス MySQLのクライアントからMySQLに接続する際

のIPアドレスを指定します。 
既定値 localhost。 

 -n ポート番号 MySQLのポート番号を指定します。 
既定値 3306。 

 -u ユーザ名 データベースにログインする際のユーザ名を指定

します。 
既定値 なし。 

 -p パスワード データベースにログインする際のパスワードを指

定します。 
既定値 なし。 

 -t テーブル名 データベース上に作成する監視用テーブル名を指

定します。 
既定値 mysqlwatch。 
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 -i 監視間隔 データベース監視の監視間隔(1～10000)を秒数

で指定します。 
既定値 60。 

 -c リトライ回数 データベース監視で障害を検出したときのリトライ

回数(1～10000)を指定します。 
既定値 2。 

 -r 応答待ち時間 データベース監視処理の応答待ち時間 (1 ～

10000)を秒数で指定します。 
既定値 120。 

 --stop 監視コマンドを終了します。 

 終了待ち時間 監視コマンドが正常に終了するのを待ち合わせる

時間(1～10000)を秒数で指定します。 
既定値 60。 

 --pause 監視を一時的に中断します。 

 --resume 監視を再開します。 

 --disp 監視コマンドが管理している監視コマンド識別子

のプロセスID(pid)を表示します。 
通常は使用しないでください(注意3参照)。 

 --del 監視コマンドが管理している監視コマンド識別子

の情報を削除します。 
通常は使用しないでください(注意3参照)。 
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備考 識別子について 

監視コマンドの制御のためにシステムで一意な識別子を指定する必要

があります。既に起動している監視コマンドと同一の識別子で監視コマ

ンドを起動することはできません。識別子は、英数字で指定し、長さは

255バイトまでです。大文字、小文字を区別します。 
識別子は、監視コマンドの第一引数として記述する必要があります。 
 
-aパラメータについて 
本パラメータ値がlocalhostの場合(127.0.0.1を指定した場合は含まな

い)、MySQLとの接続にTCP/IP通信を使用しませんので、本監視コマ

ンドを起動するスクリプトで 
export MYSQL_UNIX_PORT=/var/lib/mysql/mysql.sock 
などと、my.cnfで指定したソケット用ファイル名を設定してください。 
本パラメータでIPアドレス(127.0.0.1を含む)を指定する場合、指定した

IPアドレスをgrant文で接続を許可しておく必要があります。 
 
 
MySQLにFIPでアクセスしている場合、FIPを指定します。localhost接
続の場合は、指定しないか、127.0.0.1を指定します。 

 

 

例 

FIP

サーバ

MySQL

クラアント クラアント

FIP

サーバ

CGI

Apache

localhost

MySQL

FIP

サーバ

MySQLMySQL

クラアントクラアント クラアントクラアント

FIP

サーバ

CGI

Apache

CGICGI

Apache

localhost

MySQLMySQL

 
 
 
-nパラメータについて 
MySQLに接続するポート番号がMySQLの既定値(3306)でない場合に

指定してください。 
 
-tパラメータについて 
-dパラメータで指定したデータベース上に-tパラメータで指定した値の

テーブルを作成します。そのため、-tパラメータのテーブル名と運用に使

用しているテーブル名とが重ならないように注意してください。 
 
-d,-a,-u,-p,-tパラメータについて 
上記パラメータで指定可能な文字列の長さは、255バイトまでです。実

際に有効な長さは、各パラメータによって異なりますが、本監視コマンド

では、有効長の確認は行いません。有効長は、MySQLの仕様に従い

ます。 
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監視方法 本監視コマンドでは、以下の監視を行います。 

データベース上に監視用テーブルを作成し、SQL 文の発行により、最大

5 桁の数値データの書き込みと読み込みを実行します。 

監視の結果、以下の場合に異常とみなします。 

(1) データベースへの接続やSQL文の発行に対する応答が応答待ち時

間(-rパラメータ値)以内にない場合 
(2) データベースへの接続やSQL文の発行に対する応答で異常が通知

された場合 

書き込んだデータと読み込んだデータが一致していない場合、使用する

SQL文は、create/drop/insert/update/selectです。 
 

注意1 
 

本監視コマンドは、MySQLのlibmysqlclientのライブラリを利用して、

MySQLの監視を行っています。 

本監視コマンドが実行できない場合(CLUSTERPROマネージャのア

ラートビュー上に、｢Monitor xxx failed.(1:Process does not 
exitst.(pid:xx))｣が表示される)は、MySQLのライブラリのインストール

ディレクトリにlibmysqlclient.so.xxが存在することを確認してください。ま

た、サーバの標準エラー出力に、｢clp_mysqlxxmon: error while 
loading shared libraries: libmysqlclient.so.xx: cannot open shared 
object file: No such file or directory｣のようにライブラリ名が表示されま

す。 

本監視コマンドは、MySQLの以下のバージョンのライブラリを必要としま

す。 
clp_mysql50mon     libmysqlclient.so.15 

 
注意2 パ ラ メ ー タ 指 定 値 が 、 監 視 を 行 う MySQL の 環 境 と 異 な る 場 合 、

CLUSTERPROマネージャのアラートビューに、エラー内容を示すメッ

セージが表示されますので、環境を確認してください。 
 

注意3 監視中に監視コマンドのプロセスをkillコマンドで終了させた場合、管理

情報が正しく初期化されないために、同一の識別子の監視コマンドを起

動することができなくなることがあります。その場合、｢clp_mysql50mon 
識別子 --disp｣コマンドを実行すると、指定した識別子に対応するプロセ

スIDが表示されますので、psコマンドでそのプロセスIDの実行ファイル

を 確 認 し 、 監 視 コ マ ン ド 以 外 の プ ロ セ ス に な っ て い れ ば 、

｢clp_mysql50mon 識別子 --del｣コマンドで管理情報を削除してくださ

い。 
正常に動作している識別子を指定して｢clp_mysql50mon 識別子 
--del｣コマンドを実行すると、監視コマンドが誤動作しますので、絶対に

行わないでください。 
 

コマンド使用

例 

[start.sh] 
export MYSQL_UNIX_PORT=/var/lib/mysql/mysql.sock 
clp_mysql50mon mysqlwatch -d データベース名 
[stop.sh] 
clp_mysql50mon mysqlwatch --stop 
 
本監視コマンドは、EXECリソースから起動します。 
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Sybase 12.5.2 の監視コマンド 
clp_sybmon  Sybase 12.5.2の監視を行います。 

 

コマンドライン 
監視の開始 
clp_sybmon 

 
識別子 –d データベース名 -s データベースサーバ名 
[-u ユーザ名] [-p パスワード] [-t テーブル名] 
[-i 監視間隔] [-c リトライ回数] [-r 応答待ち時間] 

監視の終了 
clp_sybmon 

 
識別子  --stop [終了待ち時間] 

監視の中断 
clp_sybmon 

 
識別子  --pause 

監視の再開 
clp_sybmon 

 
識別子  --resume 

情報表示 
clp_sybmon 

 
識別子  --disp 

情報削除 
clp_sybmon 

 
識別子  --del 

 

説明 データベース名とデータベースサーバ名を指定して、データベース単

位にASEの監視を行います。ASEの異常を検出すると、本監視コマ

ンドは終了します。 

また、コマンドの終了、監視の中断・再開などを行います。 

--pause/--resume/--disp/--delを指定する場合は、root権限のコン

ソール上から実行します。 

 

オプション 識別子 監視コマンドを一意に区別するための識別子

を指定します。 
設定必須。 

 -d データベース
名 

監視対象のデータベース名を指定します。 
設定必須。 

 -s デ ー タ ベ ー ス
サーバ名 

監視するデータベースサーバ名を指定します。 
設定必須。 

 -u ユーザ名 データベースにログインする際のユーザ名を指

定します。 
既定値 sa 

 -p パスワード データベースにログインする際のパスワードを

指定します。 
既定値 なし。 

 -t テーブル名 データベース上に作成する監視用テーブル名

を指定します。 
既定値 sybasemonitor 

 -i 監視間隔 データベース監視の監視間隔(1～10000)を秒

数で指定します。 
既定値 60。 
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 -c リトライ回数 データベース監視で障害を検出したときのリト

ライ回数(1～10000)を指定します。 
既定値 2。 

 -r 応答待ち時間 データベース監視処理の応答待ち時間(1～

10000)を秒数で指定します。 
既定値 120。 

 --stop 監視コマンドを終了します。 

 終了待ち時間 監視コマンドが正常に終了するのを待ち合わ

せる時間(1～10000)を秒数で指定します。 
既定値 60。 

 --pause 監視を一時的に中断します。 

 --resume 監視を再開します。 

 --disp 監視コマンドが管理している監視コマンド識別

子のプロセスID(pid)を表示します。 
通常は使用しないでください(注意３参照)。 

 --del 監視コマンドが管理している監視コマンド識別

子の情報を削除します。 
通常は使用しないでください(注意３参照)。 

 
 

備考 識別子について 
監視コマンドの制御のためにシステムで一意な識別子を指定する必要

があります。既に起動している監視コマンドと同一の識別子で監視コマ

ンドを起動することはできません。識別子は、英数字で指定し、長さは

255バイトまでです。大文字、小文字を区別します。 
識別子は、監視コマンドの第一引数として記述する必要があります。 
 
-sパラメータについて  
-sパラメータではＡＳＥのインストール時に設定したデータベースサーバ

名を指定してください。データベースサーバ名はＡＳＥインストールディレ

クトリ直下のinterfacesにて確認することができます。 
 
-u -pパラメータについて 
ＡＳＥで設定したユーザ名とパスワードを指定してください(Linux上の

ユーザ名・パスワードではありません)。ユーザ名とパスワードが指定さ

れていないときは”sa”ユーザアカウント、およびブランクパスワードを使

用してデータベースサーバに接続します。 
 
-tパラメータについて 
-dパラメータで指定したデータベース上に-tパラメータで指定した値の

テーブルを作成します。そのため、-tパラメータのテーブル名と運用に使

用しているテーブル名とが重ならないように注意してください。 
 
-d, -s,-u,-p,-tパラメータについて 
上記パラメータで指定可能な文字列の長さは、255バイトまでです。実

際に有効な長さは、各パラメータによって異なりますが、本監視コマンド

では、有効長の確認は行いません。有効長は、ＡＳＥの仕様に従いま

す。 
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監視方法 本監視コマンドでは、以下の監視を行います。 

データベース上に監視用テーブルを作成し、SQL文の発行により、最大

５桁(１０進数)の数値データの書き込みと読み込みを実行します。 

監視の結果、以下の場合に異常とみなします 

(4) データベースへの接続やSQL文の発行に対する応答が応答待ち

時間(-rパラメータ値)以内にない場合 
(5) データベースへの接続やSQL文の発行に対する応答で異常が通

知された場合 
(6) 書き込んだデータと読み込んだデータが一致していない場合 
使用するSQL文は、create/drop/insert/update/selectです。 

 
 
 

注意1 
 

本監視コマンドは、ＡＳＥのOpen Client DB-Library/Cを使用して、ＡＳＥ

の監視を行っています。 

本監視コマンドが実行できない場合(CLUSTERPROマネージャのア

ラートビュー上に、｢Monitror XXX failed.(1:Process does not 
exisit.(pid=XXX))｣が表示される)は、libsybdb.soが存在するパスへア

プリケーションのライブラリパスを設定してください。 

例 
  export LD_LIBRARY_PATH=/opt/sybase/OCS-12_5/lib/ 
また、サーバの標準エラー出力に、｢clp_sybmon: error while loading 
shared libraries: libsybdb.so: cannot open shared object file: No 
such file or directory｣のようにライブラリ名が表示されます。 
 

注意2 パ ラ メ ー タ 指 定 値 が 、 監 視 を 行 う ASE の 環 境 と 異 な る 場 合 、

CLUSTERPROマネージャのアラートビューに、エラー内容を示すメッ

セージが表示されますので、環境を確認してください。 
 

注意3 監視中に監視コマンドのプロセスをkillコマンドで終了させた場合、管理

情報が正しく初期化されないために、同一の識別子の監視コマンドを起

動することができなくなることがあります。その場合、「clp_sybmon 識

別子 --disp」コマンドを実行すると、指定した識別子に対応するプロセス

IDが表示されますので、psコマンドでそのプロセスIDの実行ファイルを

確認し、監視コマンド以外のプロセスになっていれば、「clp_sybmon 識

別子 --del」コマンドで管理情報を削除してください。 
正常に動作している識別子を指定して「clp_sybmon 識別子 --del」コマ

ンドを実行すると、監視コマンドが誤動作しますので、絶対に行わないで

ください。 
 

コマンド使用

例 

[start.sh] 
export LD_LIBRARY_PATH=/opt/sybase/OCS-12_5/lib 
clp_sybmon sybwatch  -d データベース名 –s データベースサーバ
名 
[stop.sh] 
clp_sybmon sybwatch --stop 
 
本監視コマンドは、EXECリソースから起動します。 
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各監視コマンドでは、ユーザ名/パスワードを指定する場合があります。その際、フェイルオー

バグループの起動スクリプト中に監視コマンドのパラメータとしてそれぞれを明示的に記述す

る必要があります。ユーザ名/パスワードは、セキュリティ上、重要な情報であるため、明示的

に指定しないことが望ましいです。 

パスワード管理機能は、パスワード管理ファイルにユーザ名/パスワードの組をあらかじめ記述

しておけば、ユーザ名のみを明示的に指定するだけで監視コマンドにユーザ名/パスワードを

通知する機能です。ユーザ名/パスワードの管理は、監視コマンド単位に行われます。 

各監視コマンドは、パスワード管理ファイルへのユーザ名/パスワードの登録状況を見て動作

を行うため、ユーザ名管理機能を利用するための特別なアプリケーションや環境の設定は、必

要ありません。 

パスワードの管理機能を使用する場合は、パスワード管理ファイルを新規に作成する必要が

あります。 
※ 下記のパスワード管理ファイルは、必要に応じて作成してください。 

 

監視コマンド名 パスワード管理ファイル 

clp_db2mon /opt/nec/clusterpro/work/clp_db2mon 

clp_ora10mon /opt/nec/clusterpro/work/clp_ora10mon 

clp_psql81mon /opt/nec/clusterpro/work/clp_psql81mon 

clp_mysql50mon /opt/nec/clusterpro/work/clp_mysql50mon 

clp_sybmon /opt/nec/clusterpro/work/clp_sybmon 

 

パスワード管理ファイルは、root ユーザのみのアクセス権限にします。 

パスワード管理ファイルの内容は、以下のようにユーザ名とパスワードをカンマ(,)で区切ってく

ださい。複数のユーザを登録する場合は、改行して追加してください。 

 

 

 

 

 

 

 

注：  

ユーザ名とパスワードに指定可能な長さは 255 バイトまでとなります。 
不要なスペース、タブコードなどは記入しないでください。 
同一ユーザ名を複数指定しないでください。 

user1,password1
user2,password2 
user3,password3 
       : 
       : 
userN,passwordN 
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パスワード管理機能を利用する際は、監視コマンドの記述において、ユーザ名指定の-u パラ

メータを記述し、パスワード指定の-p パラメータを記述しないことが条件となります。 

監視コマンドのパラメータ指定と、監視コマンドの動作は以下の表のとおりです。 

 

 -u パラメータあり -u パラメータなし 

-pパラメータあり 各パラメータで指定した値が有効 既定値のユーザ名、パラメータで指

定したパスワードが有効 

-pパラメータなし パスワード管理ファイルに-uパラ

メータで指定されたユーザ名と対応

するパスワードが記述されていれ

ば、パスワード管理ファイルに記述

されているパスワードが有効、記述

されていなければ、パラメータで指

定されたユーザ名と既定値のパス

ワードが有効 

各コマンドの既定値の値が有効 

 
 
 



 
49 

 

第 3 章 監視状況の確認方法 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本章では、CLUSTERPRO Database Agent による監視状況の確認方法と、コマンドの実行の結果、画面

やログに出力されるメッセージについて説明します。 

本章で説明する項目は以下のとおりです。 
 
• 監視コマンドからの監視情報を確認する ······················································································· 50 
• アラートメッセージ一覧 ················································································································· 51 
• clp_db2monが出力するメッセージ ······························································································· 51 
• clp_ora10monが出力するメッセージ···························································································· 54 
• clp_psql81monが出力するメッセージ ·························································································· 57 
• clp_mysql50monが出力するメッセージ························································································ 60 
• clp_sybmonが出力するメッセージ ······························································································· 63 
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監視コマンドからの監視情報を確認する 
CLUSTERPRO WebManager のアラートビューで、監視コマンドによる監視状況を確認する

ことができます。また、アラートビューに出力されるメッセージと同一の内容が監視コマンドを実

行しているサーバの syslog にも出力されます。 
 

アラートメッセージを WebManager で確認する 
CLUSTERPRO が表示するアラートメッセージを、WebManager 上で確認することができま

す。 
 

マネージャのアラートビューに表示マネージャのアラートビューに表示  
 

上記の Web マネージャの画面の下部分にあるアラートビューにメッセージが表示されます。表

示内容が長い場合は、複数行で表示されます。その場合は、タイミングによって他のメッセー

ジの表示が割り込まれることがあります。 

アラートメッセージと同様の内容が、syslog にも出力されます。 

アラートメッセージの詳細については、51 ページの「アラートメッセージ一覧」を参照してくださ

い。 
 

障害時のログ採取 
監視コマンドの障害ログは、CLUSTERPRO サーバの障害ログと同じディレクトリ下に出力さ

れます。ログの採取は、CLUSTERPRO のログ採取と同じ方法で採取します。『リファレンスガ

イド』の「第 1 章 WebManager の機能」の「WebManager を使用してログを収集するには」、

「第 4 章 CLUSTERPRO コマンドリファレンス」の「ログを収集する」を参照してください。 
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アラートメッセージ一覧 
clp_db2mon が出力するメッセージ 

正常な動作を示すメッセージ 
ID メッセージ 説 明 補 足 

1 clp_db2mon started monitoring 
the DB2UDB daemon. [ID:xx] 

clp_db2monが起動されたことを

示します。 

－ 

2 clp_db2mon will start 
monitoring the database ' xxx '.  
[ID:xx] 

clp_db2monがデータベースxxx
の監視を開始したことを示します。

上記メッセージの後に本メッセージ

がすぐに表示されない場合は、異

常が発生している可能性がありま

す。その場合、しばらく経つと、エ

ラーメッセージが表示されることが

ありますので、エラーメッセージを

元に対処してください。 

3 clp_db2mon will stop monitoring 
the DB2UDB database ' xxx '. 
[ID:xx] 

clp_db2monが終了することを示

します。 
－ 

7 clp_db2mon will stop 
monitoring. [ID:xx] 

clp_db2monの監視が中断された

ことを示します。 
--pauseで監視の中断を指定すると

表示されます。 

8 clp_db2mon will start 
monitoring. [ID:xx] 

clp_db2monの監視が再開された

ことを示します。 
--resumeで監視の再開を指定する

と表示されます。 

9 clp_db2mon got the password. 
[ID:xx] 

clp_db2monがパスワード管理

ファイルからパスワード情報を取

得したことを示します。 

－ 

52 clp_db2mon trial version is 
effective till nn/nn/nn 
(mm/dd/yyyy). 

試用版のライセンスで動作してい

ることを示します。 
－ 

 

設定誤りなどで発生するメッセージ 
ID メッセージ 説 明 補 足 

5 clp_db2mon will not watch 
DB2UDB database ' xxx '. 
[ID:xx] 

設定誤りなどで監視処理を行わな

いことを示します。 
直前に表示されているメッセージ

により対処を行ってください。 

11 The parameter value of 
clp_db2mon is invalid. [ID:xx] 

clp_db2monのパラメータ値が形

式的に不正であったことを示しま

す。 

監視コマンドのパラメータ値を確

認してください。 

12 '-d' parameter is not specified at 
the clp_db2mon command. 
[ID:xx] 

clp_db2monに-dパラメータが指

定されていないことを示します。 
監視コマンドのパラメータを確認し

てください。 

13 An identifier is not specified in 
the clp_db2mon command. 

clp_db2monに識別子が指定され

ていないことを示します。 
監視コマンドのパラメータを確認し

てください。 

14 The specified identifier is 
already used. [ID:xx] 

clp_db2monは、既に同一の識別

子が実行されているため、新たに

起動することができないことを示し

ます。 

監視コマンドのパラメータを確認し

てください。 
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ID メッセージ 説 明 補 足 

15 clp_db2mon could not perform 
the end processing. [ID:xx] 

--stopパラメータで終了処理を行

うことができなかったことを示しま

す。 

監視コマンドのパラメータを確認し

てください。 

21 Failed to connect to the 
database ' xxx '. [ID:xx] 

DB2のデータベース接続関数でエ

ラーになったことを示します。 
-dパラメータで指定したデータ

ベース名が誤っている可能性があ

ります。 

直前に表示されているID=0のメッ

セージにより対処を行ってくださ

い。 

24 Specified user name ' xxx ' 
does not exist. The clp_db2mon
will terminate. [ID:xx] 

-uパラメータで指定されたユーザ

名が存在しないことを示します。 
指定したユーザ名が存在するか

どうか確認してください。 

25 The DB2 instance ' xxx ' has not 
been started. [ID:xx] 

-mパラメータで指定されたインス

タンスが起動していないことを示し

ます。 

指定したインスタンスが起動され

ているか確認してください。 

26 The code page of database ' 
xxx ' is not correct. [ID:xx] 

データベースのコードページを本

監視コマンドを実行している環境

のコードページが一致していない

ことをを示します。 

｢db2 get db cfg for データベース

名｣でデータベースのコードページ

を確認した後、｢export 
LANG=ja_JP.eucJP｣などを指定

してください。 

51 The license of clp_db2mon is 
not registered. 

ラインセスが登録されていないこ

とを示します。 
ライセンス登録を行ってください。

53 The trial version license has 
expired in nn/nn/nn 
(mm/dd/yyyy). 

試用版ライセンスの試用期限が

切れたことを示します。 
－ 

55 The trial version license is 
effective from nn/nn/nn 
(mm/dd/yyyy). 

試用版ライセンスの試用開始日に

なっていないことを示します。 
－ 

56 The registration license 
overlaps. 

登録したライセンスキーが重複し

ていることを示します。 
各サーバで異なるライセンスキー

を登録してください。 
 

データベース監視で異常を検出したときのメッセージ 
ID メッセージ 説 明 補 足 

6 clp_db2mon detected an error 
and will be terminated. [ID:xx] 

異常を検出して終了することを示

します。 
直前に表示されているメッセージ

により対処を行ってください。 

21 Failed to connect to the 
database ' xxx '. [ID:xx] 

DB2のデータベース接続関数で

エラーになったことを示します。 
直前に表示されているID=0のメッ

セージにより対処を行ってくださ

い。 

31 clp_db2mon has detected an 
error in DB2UDB database ' xxx 
' (stall). [ID:xx] 

DB2監視を実行したときに応答が

戻ってこない状態になったことを

示します。 

データベースシステムに異常がな

いか確認してください。 

32 clp_db2mon has detected an 
error in DB2UDB database ' xxx 
' (data access error). [ID:xx] 

DB2データベースを読み込んだと

き、読み込んだデータと直前に書

き込んだデータの内容が異なって

いることを示します。 

データベースシステムに異常がな

いか確認してください。 
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ID メッセージ 説 明 補 足 

33 clp_db2mon has detected an 
error in DB2UDB database ' xxx 
'. [ID:xx] 

DB2において異常が起きたことを

示します。 
直前に表示されているID=0のメッ

セージにより対処を行ってくださ

い。 

34 Failed to execute SQL 
statement (xxx). [ID:xx] 

SQL文実行の結果、SQL文が正

常に実行できなかったことを示し

ます。 

直前に表示されているID=0のメッ

セージにより対処を行ってくださ

い。 

35 Error occurred in DB2UDB API 
xxx. [ID:xx] 

DB2のAPIでエラーになったことを

示します。 
直前に表示されているID=0のメッ

セージにより対処を行ってくださ

い。 

0 SQLnnnn SQLSTATE=nnnnn 
xxxxxxxx 

DB2が出力するエラーコードで

す。 
DB2のメッセージのマニュアルな

どを参照してください。 
 

システム異常などで発生するメッセージ 
ID メッセージ 説 明 補 足 

42 clp_db2mon has detected 
system error (xxx nn). [ID:xx] 

Linuxのシステムエラーが発生し

たことを示します。xxxは関数名、

nnはエラーコードを示します。 

エラーコードを元にシステムの状

態を確認してください。 

54 Failed to check the license 
information of clp_db2mon. 

ライセンス情報の確認に失敗した

ことを示します。 
CLUSTERRPOライセンス管理モ

ジュールが古い可能性がありま

す。 

モジュールのupdateがないか確

認してください。 
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clp_ora10mon が出力するメッセージ 
 

正常な動作を示すメッセージ 
ID メッセージ 説 明 補 足 

1 clp_ora10mon started 
monitoring Oracle. [ID:xx] 

clp_ora10monが起動されたこと

を示します。 
－ 

2 clp_ora10mon will start 
monitoring database ' xxx '. 
[ID:xx] 

clp_ora10monがデータベース

xxxの監視を開始したことを示しま

す。 

上記メッセージの後に本メッセー

ジがすぐに表示されない場合は、

異常が発生している可能性があり

ます。その場合、しばらく経つと、

エラーメッセージが表示されること

がありますので、エラーメッセージ

を元に対処してください。 

3 clp_ora10mon will stop 
monitoring Oracle database ' 
xxx '. [ID:xx] 

clp_ora10monが終了することを

示します。 
－ 

7 clp_ora10mon will stop 
monitoring. [ID:xx] 

clp_ora10monの監視が中断され

たことを示します。 
--pauseで監視の中断を指定する

と表示されます。 

8 clp_ora10mon will start 
monitoring. [ID:xx] 

clp_ora10monの監視が再開され

たことを示します。 
--resumeで監視の再開を指定す

ると表示されます。 

9 clp_ora10mon got the 
password. [ID:xx] 

clp_ora10monがパスワード管理

ファイルからパスワード情報を取

得したことを示します。 

－ 

52 clp_ora10mon trial version is 
effective till nn/nn/nn 
(mm/dd/yyyy). 

試用版のライセンスで動作してい

ることを示します。 
－ 

 

設定誤りなどで発生するメッセージ 
ID メッセージ 説 明 補 足 

5 clp_ora10mon will not watch 
Oracle database ' xxx '. [ID:xx]

設定誤りなどで監視処理を行わな

いことを示します。

直前に表示されているメッセージ

により対処を行ってください。

11 The parameter value of 
clp_ora10mon is invalid. [ID:xx]

clp_ora10monのパラメータ値が

形式的に不正であったことを示し

ます。 

監視コマンドのパラメータ値を確

認してください。 

12 -d' parameter is not specified at 
the clp_ora10mon command. 
[ID:xx] 

clp_ora10monに-dパラメータが

指定されていないことを示します。

監視コマンドのパラメータを確認し

てください。 

13 An identifier is not specified in 
the clp_ora10mon command. 

clp_ora10monに識別子が指定さ

れていないことを示します。 
監視コマンドのパラメータ値を確

認してください。 

14 The specified identifier is 
already used. [ID:xx] 

clp_ora10monは、既に同一の識

別子が実行されているため、新た

に起動することができないことを

示します。 

監視コマンドのパラメータ値を確

認してください。 
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ID メッセージ 説 明 補 足 

5 clp_ora10mon will not watch 
Oracle database ' xxx '. [ID:xx]

設定誤りなどで監視処理を行わな

いことを示します。

直前に表示されているメッセージ

により対処を行ってください。

15 clp_ora10mon could not 
perform the end processing. 
[ID:xx] 

--stopパラメータで終了処理を行

うことができなかったことを示しま

す。 

監視コマンドのパラメータを確認し

てください。 

22 Failed to connect with the 
server xxx. [ID:xx] 

Oracleのサーバ接続関数でエ

ラーになったことを示します。 
-dパラメータで指定した接続文字

列が誤っている可能性がありま

す。 

直前に表示されているID=0のメッ

セージにより対処を行ってくださ

い。 

23 Failed to start the user session 
xxx. [ID:xx] 

Oracleのセッション開始関数でエ

ラーになったことを示します。 
指定したユーザ名/パスワードが

正しいかどうか確認してください。

51 The license of clp_ora10mon is 
not registered. 

ラインセスが登録されていないこ

とを示します。 
ライセンス登録を行ってください。

53 The trial version license has 
expired in nn/nn/nn 
(mm/dd/yyyy). 

試用版ライセンスの試用期限が

切れたことを示します。 
－ 

55 The trial version license is 
effective from nn/nn/nn 
(mm/dd/yyyy). 

試用版ライセンスの試用開始日に

なっていないことを示します。 
－ 

56 The registration license 
overlaps. 

登録したライセンスキーが重複し

ていることを示します。 
各サーバで異なるライセンスキー

を登録してください。 
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データベース監視で異常を検出したときのメッセージ 
ID メッセージ 説 明 補 足 

6 clp_ora10mon detected an error 
and will be terminated. [ID:xx] 

異常を検出して終了することを示

します。 
直前に表示されているメッセージ

により対処を行ってください。 

22 Failed to connect with the server 
xxx. [ID:xx] 

Oracleのデータベース接続関数

でエラーになったことを示します。

直前に表示されているID=0のメッ

セージにより対処を行ってくださ

い。 

31 clp_ora10mon detected an error 
in Oracle database ' xxx ' (stall). 
[ID:xx] 

Oracle監視を実行したときに応答

が戻ってこない状態になったこと

を示します。 

データベースシステムに異常がな

いか確認してください。 

32 clp_ora10mon detected an error 
in Oracle database ' xxx ' (data 
access error). [ID:xx] 

Oracleデータベースを読み込んだ

とき、読み込んだデータと直前に

書き込んだデータの内容が異なっ

ていることを示します。 

データベースシステムに異常がな

いか確認してください。 

33 clp_ora10mon has detected an 
error in Oracle database ' xxx '. 
[ID:x] 

Oracleにおいて異常が起きたこと

を示します。 
直前に表示されているID=0のメッ

セージにより対処を行ってくださ

い。 

34 Failed to execute SQL 
statement (xxx). [ID:xx] 

SQL文実行の結果、SQL文が正

常に実行できなかったことを示し

ます。 

直前に表示されているID=0のメッ

セージにより対処を行ってくださ

い。 

35 Error occurred in Oracle API 
xxx. [ID:xx] 

OracleのAPIでエラーになったこと

を示します。 
直前に表示されているID=0のメッ

セージにより対処を行ってくださ

い。 

0 ORA- nnnnn:xxxxxxxx Oracleが出力するエラーコードで

す。 
Oracleのメッセージのマニュアル

などを参照してください。 
 

システム異常などで発生するメッセージ 
ID メッセージ 説 明 補 足 

42 clp_ora10mon has detected 
system error (xxx nn). [ID:xx] 

Linuxのシステムエラーが発生し

たことを示します。xxxは関数名、

nnはエラーコードを示します。 

エラーコードを元にシステムの状

態を確認してください。 

54 Failed to check the license 
information of clp_ora10mon. 

ライセンス情報の確認に失敗した

ことを示します。 
CLUSTERRPOライセンス管理モ

ジュールが古い可能性がありま

す。 

モジュールのupdateがないか確

認してください。 
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clp_psql81mon が出力するメッセージ 
 

正常な動作を示すメッセージ 
ID メッセージ 説 明 補 足 
1 clp_psql81mon started 

monitoring the PostgreSQL. 
daemon. [ID:xx] 

clp_psql81monが起動されたこと

を示します。 
－ 

2 clp_psql81mon will start 
monitoring the database ' xxx '.  
[ID:xx] 

clp_psql81monがデータベース

xxxの監視を開始したことを示しま

す。 

上記メッセージの後に本メッセー

ジがすぐに表示されない場合は、

異常が発生している可能性があり

ます。その場合、しばらく経つと、

エラーメッセージが表示されること

がありますので、エラーメッセージ

を元に対処してください。 
3 clp_psql81mon will stop 

monitoring the PostgreSQL 
database ' xxx '. [ID:xx] 

clp_psql81monが終了することを

示します。 
－ 

7 clp_psql81mon will stop 
monitoring. [ID:xx] 

clp_psql81monの監視が中断さ

れたことを示します。 
--pauseで監視の中断を指定する

と表示されます。 
8 clp_psql81mon will start 

monitoring. [ID:xx] 
clp_psql81monの監視が再開さ

れたことを示します。 
--resumeで監視の再開を指定す

ると表示されます。 
9 clp_psql81mon got the 

password. [ID:xx] 
clp_psql81monがパスワード管理

ファイルからパスワード情報を取

得したことを示します。 

－ 

52 clp_psql81mon trial version is 
effective till nn/nn/nn 
(mm/dd/yyyy). 

試用版のライセンスで動作してい

ることを示します。 
－ 

 

設定誤りなどで発生するメッセージ 
ID メッセージ 説 明 補 足 
5 clp_psql81mon will not watch 

PostgreSQL database ' xxx '. 
[ID:xx] 

設定誤りなどで監視処理を行わな

いことを示します。 
直前に表示されているメッセージ

により対処を行ってください。 

11 The parameter value of 
clp_psql81mon is invalid. [ID:xx]

clp_psql81monのパラメータ値が

形式的に不正であったことを示し

ます。 

監視コマンドのパラメータ値を確

認してください。 

12 '-d' parameter is not specified at 
the clp_psql81mon command. 
[ID:xx] 

clp_psql81monに-dパラメータが

指定されていないことを示します。

監視コマンドのパラメータを確認し

てください。 

13 An identifier is not specified in 
the clp_psql81mon command. 

clp_psql81monに識別子が指定

されていないことを示します。 
監視コマンドのパラメータを確認し

てください。 
14 The specified identifier is 

already used. [ID:xx] 
clp_psql81monは、既に同一の

識別子が実行されているため、新

たに起動することができないこと

を示します。 

監視コマンドのパラメータを確認し

てください。 
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ID メッセージ 説 明 補 足 
15 clp_psql81mon could not 

perform the end processing. 
[ID:xx] 

--stopパラメータで終了処理を行

うことができなかったことを示しま

す。 

監視コマンドのパラメータを確認し

てください。 

21 Failed to connect to the 
database ' xxx '. [ID:xx] 

PostgreSQLのデータベース接続

関数でエラーになったことを示しま

す。 

-dパラメータで指定したデータ

ベース名が誤っている、あるい

は、ユーザ名/パスワードが謝って

いる可能性があります。 

直前に表示されているID=0のメッ

セージにより対処を行ってくださ

い。 
51 The license of clp_psql81mon is 

not registered. 
ラインセスが登録されていないこ

とを示します。 
ライセンス登録を行ってください。

53 The trial version license has 
expired in nn/nn/nn 
(mm/dd/yyyy). 

試用版ライセンスの試用期限が

切れたことを示します。 
－ 

55 The trial version license is 
effective from nn/nn/nn 
(mm/dd/yyyy). 

試用版ライセンスの試用開始日に

なっていないことを示します。 
－ 

56 The registration license 
overlaps. 

登録したライセンスキーが重複し

ていることを示します。 
各サーバで異なるライセンスキー

を登録してください。 
 

データベース監視で異常を検出したときのメッセージ 
ID メッセージ 説 明 補 足 
6 clp_psql81mon detected an 

error and will be terminated. 
[ID:xx] 

異常を検出して終了することを示

します。 
直前に表示されているメッセージ

により対処を行ってください。 

21 Failed to connect to the 
database ' xxx '. [ID:xx] 

PostgreSQLのデータベース接続

関数でエラーになったことを示しま

す。 

直前に表示されているID=0のメッ

セージにより対処を行ってくださ

い。 
31 clp_psql81mon has detected an 

error in PostgreSQL database ' 
xxx ' (stall). [ID:xx] 

PostgreSQL監視を実行したとき

に応答が戻ってこない状態になっ

たことを示します。 

データベースシステムに異常がな

いか確認してください。 

32 clp_psql81mon has detected an 
error in PostgreSQL database ' 
xxx ' (data access error). [ID:xx]

PostgreSQLデータベースを読み

込んだとき、読み込んだデータと

直前に書き込んだデータの内容

が異なっていることを示します。 

データベースシステムに異常がな

いか確認してください。 

33 clp_psql81mon has detected an 
error in PostgreSQL database ' 
xxx '. [ID:xx] 

PostgreSQLにおいて異常が起き

たことを示します。 
直前に表示されているID=0のメッ

セージにより対処を行ってくださ

い。 
34 Failed to execute SQL 

statement(xxx). [ID:xx] 
SQL文実行の結果、SQL文が正

常に実行できなかったことを示し

ます。 

直前に表示されているID=0のメッ

セージにより対処を行ってくださ

い。 
35 Error occurred in PostgreSQL 

API xxx. [ID:xx] 
PostgreSQLのAPIでエラーに

なったことを示します。 
直前に表示されているID=0のメッ

セージにより対処を行ってくださ

い。 
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ID メッセージ 説 明 補 足 
0 Xxxxxxxx PostgreSQLが出力するエラー

コードです。 
PostgreSQLのメッセージのマ

ニュアルなどを参照してください。

 

システム異常などで発生するメッセージ 
ID メッセージ 説 明 補 足 
42 clp_psql81mon has detected 

system error (xxx nn). [ID:xx] 
Linuxのシステムエラーが発生し

たことを示します。xxxは関数名、

nnはエラーコードを示します。 

エラーコードを元にシステムの状

態を確認してください。 

54 Failed to check the license 
information of clp_psql81mon. 

ライセンス情報の確認に失敗した

ことを示します。 
CLUSTERPROのライセンス管理

モジュールが古い可能性がありま

す。モジュールのupdateがないか

確認してください。 
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clp_mysql50mon が出力するメッセージ 
 

正常な動作を示すメッセージ 
ID メッセージ 説 明 補 足 
1 clp_mysql50mon started 

monitoring the MySQL daemon. 
[ID:xx] 

clp_mysql50monが起動されたこ

とを示します。 
－ 

2 clp_mysql50mon will start 
monitoring the database ' xxx '.  
[ID:xx] 

clp_mysql50monがデータベース

xxxの監視を開始したことを示しま

す。 

上記メッセージの後に本メッセー

ジがすぐに表示されない場合は、

異常が発生している可能性があり

ます。その場合、しばらく経つと、

エラーメッセージが表示されること

がありますので、エラーメッセージ

を元に対処してください。 
3 clp_mysql50mon will stop 

monitoring the MySQL 
database ' xxx '. [ID:xx] 

clp_mysql50monが終了すること

を示します。 
－ 

7 clp_mysql50mon will stop 
monitoring. [ID:xx] 

clp_mysql50monの監視が中断

されたことを示します。 
--pauseで監視の中断を指定する

と表示されます。 
8 clp_mysql50mon will start 

monitoring. [ID:xx] 
clp_mysql50monの監視が再開

されたことを示します。 
--resumeで監視の再開を指定す

ると表示されます。 
9 clp_mysql50mon got the 

password. [ID:xx] 
clp_mysql50monがパスワード管

理ファイルからパスワード情報を

取得したことを示します。 

－ 

52 clp_mysql50mon trial version is 
effective till nn/nn/nn 
(mm/dd/yyyy). 

試用版のライセンスで動作してい

ることを示します。 
－ 

 

設定誤りなどで発生するメッセージ 
ID メッセージ 説 明 補 足 
5 clp_mysql50mon will not watch 

MySQL database ' xxx '. [ID:xx]
設定誤りなどで監視処理を行わな

いことを示します。 
直前に表示されているメッセージ

により対処を行ってください。 
11 The parameter value of 

clp_mysql50mon is invalid. 
[ID:xx] 

clp_mysql50monのパラメータ値

が形式的に不正であったことを示

します。 

監視コマンドのパラメータ値を確

認してください。 

12 '-d' parameter is not specified at 
the clp_mysql50mon command. 
[ID:xx] 

clp_mysql50monに-dパラメータ

が指定されていないことを示しま

す。 

監視コマンドのパラメータを確認し

てください。 

13 An identifier is not specified in 
the clp_mysql50mon command.

clp_mysql50monに識別子が指

定されていないことを示します。 
監視コマンドのパラメータを確認し

てください。 
14 The specified identifier is 

already used. [ID:xx] 
clp_mysql50monは、既に同一の

識別子が実行されているため、新

たに起動することができないこと

を示します。 

監視コマンドのパラメータを確認し

てください。 
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ID メッセージ 説 明 補 足 
15 clp_mysql50mon could not 

perform the end processing. 
[ID:xx] 

--stopパラメータで終了処理を行

うことができなかったことを示しま

す。 

監視コマンドのパラメータを確認し

てください。 

21 Failed to connect to the 
database ' xxx '. [ID:xx] 

MySQLのデータベース接続関数

でエラーになったことを示します。

-dパラメータで指定したデータ

ベース名が誤っている、あるい

は、ユーザ名/パスワードが謝って

いる可能性があります。 

直前に表示されているID=0のメッ

セージにより対処を行ってくださ

い。 
51 The license of clp_mysql50mon 

is not registered. 
ラインセスが登録されていないこ

とを示します。 
ライセンス登録を行ってください。

53 The trial version license has 
expired in nn/nn/nn 
(mm/dd/yyyy). 

試用版ライセンスの試用期限が

切れたことを示します。 
－ 

55 The trial version license is 
effective from nn/nn/nn 
(mm/dd/yyyy). 

試用版ライセンスの試用開始日に

なっていないことを示します。 
－ 

56 The registration license 
overlaps. 

登録したライセンスキーが重複し

ていることを示します。 
各サーバで異なるライセンスキー

を登録してください。 
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データベース監視で異常を検出したときのメッセージ 
ID メッセージ 説 明 補 足 
6 clp_mysql50mon detected an 

error and will be terminated. 
[ID:xx] 

異常を検出して終了することを示

します。 
直前に表示されているメッセージ

により対処を行ってください。 

21 Failed to connect to the 
database ' xxx '. [ID:xx] 

MySQLのデータベース接続関数

でエラーになったことを示します。

直前に表示されているID=0のメッ

セージにより対処を行ってくださ

い。 
31 clp_mysql50mon has detected 

an error in MySQL database ' 
xxx ' (stall). [ID:xx] 

MySQL監視を実行したときに応

答が戻ってこない状態になったこ

とを示します。 

データベースシステムに異常がな

いか確認してください。 

32 clp_mysql50mon has detected 
an error in MySQL database ' 
xxx ' (data access error). [ID:xx]

MySQLデータベースを読み込ん

だとき、読み込んだデータと直前

に書き込んだデータの内容が異

なっていることを示します。 

データベースシステムに異常がな

いか確認してください。 

33 clp_mysql50mon has detected 
an error in MySQL database ' 
xxx '. [ID:xx] 

MySQLにおいて異常が起きたこ

とを示します。 
直前に表示されているID=0のメッ

セージにより対処を行ってくださ

い。 
34 Failed to execute SQL 

statement (xxx). [ID:xx] 
SQL文実行の結果、SQL文が正

常に実行できなかったことを示し

ます。 

直前に表示されているID=0のメッ

セージにより対処を行ってくださ

い。 
35 Error occurred in MySQL API 

xxx. [ID:xx] 
MySQLのAPIでエラーになったこ

とを示します。 
直前に表示されているID=0のメッ

セージにより対処を行ってくださ

い。 
0 Xxxxxxxx MySQLが出力するエラーコードで

す。 
MySQLのメッセージのマニュアル

などを参照してください。 
 

システム異常などで発生するメッセージ 
ID メッセージ 説 明 補 足 
42 clp_mysql50mon has detected 

system error (xxx nn). [ID:xx] 
Linuxのシステムエラーが発生し

たことを示します。xxxは関数名、

nnはエラーコードを示します。 

エラーコードを元にシステムの状

態を確認してください。 

54 Failed to check the license 
information of clp_mysql50mon.

ライセンス情報の確認に失敗した

ことを示します。 
CLUSTERPROのライセンス管理

モジュールが古い可能性がありま

す。モジュールのupdateがないか

確認してください。 
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clp_sybmon が出力するメッセージ 
 

正常な動作を示すメッセージ 
ID メッセージ 説 明 補 足 
1 clp_sybmon started monitoring 

the ASE. Daemon. [ID:xx] 
clp_sybmonが起動されたことを

示します。 
－ 

2 clp_sybmon will start monitoring 
the database ' xxx '. [ID:xx] 

clp_sybmonがデータベースxxx
の監視を開始したことを示します。

上記メッセージの後に本メッセー

ジがすぐに表示されない場合は、

異常が発生している可能性があり

ます。その場合、しばらく経つと、

エラーメッセージが表示されること

がありますので、エラーメッセージ

を元に対処してください。 
3 clp_sybmon will stop monitoring 

the DB2UDB database ' xxx '. 
[ID:xx] 

clp_sybmonが終了することを示

します。 
－ 

7 clp_sybmon will stop 
monitoring. [ID:xx] 

clp_sybmonの監視が中断された

ことを示します。 
-pauseで監視の中断を指定する

と表示されます。 
8 clp_sybmon will start 

monitoring. [ID:xx] 
clp_sybmonの監視が再開された

ことを示します。 
-resumeで監視の再開を指定する

と表示されます。 
9 clp_sybmon got the password. 

[ID:xx] 
clp_sybmonがパスワード管理

ファイルからパスワード情報を取

得したことを示します。 

－ 

52 clp_sybmon trial version is 
effective till nn/nn/nn 
(mm/dd/yyyy). 

試用版のライセンスで動作してい

ることを示します。 
－ 

 

設定誤りなどで発生するメッセージ 
ID メッセージ 説 明 補 足 
5 clp_sybmon will not watch ASE 

database ' xxx '. 
設定誤りなどで監視処理を行わな

いことを示します。 
直前に表示されているメッセージ

により対処を行ってください。 
11 The parameter value of 

clp_sybmon is invalid. [ID:xx] 
clp_sybmonのパラメータ値が形

式的に不正であったことを示しま

す。 

監視コマンドのパラメータ値を確

認してください。 

12 '-d' parameter is not specified at 
the clp_sybmon command. 
[ID:xx] 

clp_sybmonに-dパラメータが指

定されていないことを示します。 
監視コマンドのパラメータを確認し

てください。 

13 An identifier is not specified in 
the clp_sybmon command. 

clp_sybmonに識別子が指定され

ていないことを示します。 
監視コマンドのパラメータを確認し

てください。 
14 The specified identifier is 

already used. [ID:xx] 
clp_sybmonは、既に同一の識別

子が実行されているため、新たに

起動することができないことを示し

ます。 

監視コマンドのパラメータを確認し

てください。 
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ID メッセージ 説 明 補 足 
15 clp_sybmon could not perform 

the end processing. [ID:xx] 
--stopパラメータで終了処理を行

うことができなかったことを示しま

す。 

監視コマンドのパラメータを確認し

てください。 

16 '-s' parameter is not specified at 
the clp_sybmon command. 

clp_sybmonに-sパラメータが指

定されていないことを示します。 
監視コマンドのパラメータを確認し

てください。 
21 Failed to connect to the 

database ' xxx '. [ID:xx] 
ASEのデータベース接続関数で

エラーになったことを示します。 
直前に表示されているID=0のメッ

セージにより対処を行ってくださ

い。 
51 The license of clp_sybmon is 

not registered. 
ラインセスが登録されていないこ

とを示します。 
ライセンス登録を行ってください。

53 The trial version license has 
expired in nn/nn/nn 
(mm/dd/yyyy). 

試用版ライセンスの試用期限が

切れたことを示します。 
－ 

55 The trial version license is 
effective from nn/nn/nn 
(mm/dd/yyyy). 

試用版ライセンスの試用開始日に

なっていないことを示します。 
－ 

56 The registration license 
overlaps. 

登録したライセンスキーが重複し

ていることを示します。 
各サーバで異なるライセンスキー

を登録してください。 
 

データベース監視で異常を検出したときのメッセージ 
ID メッセージ 説 明 補 足 
6 clp_sybmon detected an error 

and will be terminated. [ID:xx] 
異常を検出して終了することを示

します。 
直前に表示されているメッセージ

により対処を行ってください。 
21 Failed to connect to the 

database ' xxx '. 
ASEのデータベース接続関数で

エラーになったことを示します。 
直前に表示されているID=0のメッ

セージにより対処を行ってくださ

い。 
31 clp_sybmon has detected an 

error in ASE database ' xxx ' 
(stall). [ID:xx] 

ASE監視を実行したときに応答が

戻ってこない状態になったことを

示します。 

データベースシステムに異常がな

いか確認してください。 

32 clp_sybmon has detected an 
error in ASE database ' xxx ' 
(data access error). [ID:xx] 

ASEデータベースを読み込んだと

き、読み込んだデータと直前に書

き込んだデータの内容が異なって

いることを示します。 

データベースシステムに異常がな

いか確認してください。 

33 clp_sybmon has detected an 
error in ASE database ' xxx '. 
[ID:xx] 

ASEにおいて異常が起きたことを

示します。 
直前に表示されているID=0のメッ

セージにより対処を行ってくださ

い。 
34 Failed to execute SQL 

statement (xxx). [ID:xx] 
SQL文実行の結果、SQL文が正

常に実行できなかったことを示し

ます。 

直前に表示されているID=0のメッ

セージにより対処を行ってくださ

い。 
35 Error occurred in ASE API xxx. 

[ID:xx] 
ASEのAPIでエラーになったことを

示します。 
直前に表示されているID=0のメッ

セージにより対処を行ってくださ

い。 
 



clp_sybmon が出力するメッセージ 
 

  
65 

 

システム異常などで発生するメッセージ 
ID メッセージ 説 明 補 足 
42 clp_sybmon has detected 

system error (xxx nn). [ID:xx] 
Linuxのシステムエラーが発生し

たことを示します。xxxは関数名、

nnはエラーコードを示します。 

エラーコードを元にシステムの状

態を確認してください。 

54 Failed to check the license 
information of clp_sybmon. 

ライセンス情報の確認に失敗した

ことを示します。 
CLUSTERPROのライセンス管理

モジュールが古い可能性がありま

す。モジュールのupdateがないか

確認してください。 
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第 4 章 CLUSTERPRO Database 
Agent の設定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本章では、CLUSTERPRO Database Agent の設定方法について説明します。 

本章で説明する項目は以下のとおりです。 
 
• Database Agentの設定の流れ···································································································· 68 
• Step 1 フェイルオーバグループの作成 ······················································································ 69 
• Step 2 監視対象アプリケーション起動用の exec リソース (exec 1 ) の追加 ····························· 70 
• Step 3  監視対象アプリケーションの起動確認テスト ··································································· 72 
• Step 4 監視コマンド起動用の exec リソース (exec 2) の追加 ·················································· 76 
• Step 5 pid モニタリソースの追加 ································································································· 79 
• Step 6 監視コマンドの動作確認 ·································································································· 82 
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Database Agent の設定の流れ 
Database Agent を使用したアプリケーション監視を行うためには、以下の流れに従って設定

を行います。 

Step 1  フェイルオーバグループの作成 (監視対象アプリケーション用) 
監視対象のアプリケーションを監視し、障害が発生した場合にフェイルオーバを行うためのフェ

イルオーバグループを作成し、ディスクリソースや IP リソースなどの exec リソース以外のグ

ループリソースを追加します。※Database Agent の設定を行う前にすでにフェイルオーバグ

ループを作成し、監視を行っている場合はそのグループを使用します。その場合は、Step1 の

手順を行う必要はありません。 
 

 Step 2  exec 1 (監視対象アプリケーション起動用) の追加 
Step 1 で作成したフェイルオーバグループに、監視対象アプリケーションを起動するための 
exec リソースを追加します。本書では、この exce リソースを exec 1 と呼びます。 
 

Step 3  監視対象アプリケーションの起動確認テスト 
Step2 までの手順が終了したら、設定内容をサーバに反映し、exec 1 によって監視対象アプ

リケーションが正常に起動するかどうかを確認します。 
 

Step 4  exec 2 (監視コマンド起動用) の追加 
フェイルオーバグループに、監視コマンドを起動するための exec リソースを追加します。本

書では、この exce リソースを exec 2 と呼びます。 
 

Step 5  pid モニタリソースの追加 
Step 4 で追加した、exec 2 を監視するための pid モニタリソースを追加します。 
 

Step 6  監視コマンドおよび pid モニタリソースの設定確認 
Step4、5 で追加した exec 2 と pid モニタリソースの設定内容をサーバに反映し、それらが

正しく動作するかを確認します。 
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Step 1 フェイルオーバグループの作成  
監視対象のアプリケーションのフェイルオーバグループを作成します。ディスクリソースや IP 
リソースなどの exec リソース以外のグループリソースを追加します。 

注： Database Agent の設定を行う前に、すでにフェイルオーバグループを作成している場合

は、そのフェイルオーバグループを使用することができます。その場合は、1-3 までの手順を行

う必要はありません。 
 

Step 1-1 グループを追加する 
既存のクラスタシステムに、フェイルオーバグループを追加します。ここでは、2 つのサーバ 
(server1, 2 ) で構成されるクラスタに、FIP リソースとディスクリソースを含むフェイルオーバ

グループを作成する場合を例にとって説明します。設定する値は読み替えて操作を行ってくだ

さい。 

注： クラスタを新規作成する場合は、『インストール&設定ガイド』の「第 3 章 Builder でクラ

スタ構成情報を作成する」を参照してください。 

1. Builder を起動します。 
(既定のパス: C:¥Program Files¥CLUSTERPRO¥clpbuilder-l¥clptrek.html) 

2. グループの追加先となるクラスタのクラスタ構成情報を開きます。 

3. ツリー ビューの [Groups] をクリックし、[編集] メニューの [追加] をクリックします。 

4. [グループの定義] ダイアログ ボックスが表示されます。[名前] ボックスにグループ名 
(failover1) を入力し、[次へ] をクリックします。 

5. [利用可能なサーバ] の [server1] をクリックし、[追加] をクリックします。[server1] が 
[起動可能なサーバ] に追加されます。 
同様に、[server2] を追加します。 

6. [起動可能なサーバ] に、[server1]、[server2] の順に設定されたことを確認し、[完了] を

クリックします。 
次の Step 1-2 に進んでください。 
 

Step 1-2 グループ リソース (フローティング IP アドレス) を追加する 
Step 1-1 で作成したグループに、フローティング IP アドレスを追加します。 

 
1. ツリー ビューの [failover1] をクリックし、[編集] メニューから [追加] をクリックします。 

2. [リソースの定義] ダイアログ ボックスが表示されます。[タイプ] ボックスでグループ リ

ソースのタイプ (floating ip resource) を選択し、[名前] ボックスにグループ名 (Floating 
IP address) を入力します。[次へ] をクリックします。 

3. [IP アドレス] ボックスに IP アドレス (例: 10.0.0.12) を入力し [次へ] をクリックしま

す。 

4. [活性異常検出時の復旧動作]、[非活性異常検出時の復旧動作] が表示されます。何も

設定を行わず、[次へ] をクリックします。 

5. 表示された画面で [完了] をクリックします。 
次の Step 1-3 に進んでください。 
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Step 1-3 グループ リソース (ディスク リソース) を追加する 
Step 1-2 で FIP リソースを追加したグループに、ディスクリソースを追加します。 
1. ツリー ビューの [failover1] をクリックし、[編集] メニューから [追加] をクリックします。 

2. [リソースの定義] ダイアログ ボックスで、2 つ目のグループリソース情報を入力します。

[タイプ] ボックスでグループ リソースのタイプ (disk resource) を選択し、[名前] ボック

スにグループ名 (disk1) を入力します。[次へ] をクリックします。 

3. デバイス名 (例: /dev/sdb2)、マウントポイント (例: /mnt/sdb2) をそれぞれのボックスに

入力し、[ファイルシステム] ボックスでファイルシステム (例: ext3)、[ディスクタイプ] ボッ

クスでディスクのタイプ (disk) を選択します。[次へ] をクリックします。 

4. [活性異常検出時の復旧動作]、[非活性異常検出時の復旧動作] が表示されます。何も

設定を行わず、[次へ] をクリックします。 

5. 表示される画面で [完了] をクリックします。 

Step 2 に進んでください。 

 

Step 2 監視対象アプリケーション起動用の exec リ

ソース (exec 1 ) の追加 
Step 1 で作成したフェイルオーバグループに、監視対象のアプリケーションを起動するための 
exec リソースを追加します。本書では、この exce リソースを exec 1 と呼びます。この設定

では、監視対象アプリケーション起動用のテンプレートスクリプトを使用することができます。こ

こでは、DB2 デーモンを起動するための設定を例にとります。 

1. Builder を起動していない場合は、起動します。 
(既定のパス: C:¥Program Files¥CLUSTERPRO¥clpbuilder-l¥clptrek.html) 

2. 対象のフェイルオーバグループを右クリックして、[リソースの追加] をクリックします。 

3. [リソースの定義] ダイアログが表示されます。[タイプ] で、「execute resource」を選択し

ます。任意の名前 (この例では、[DB2] と入力)を入力し、[次へ] をクリックします。 

4. 以下の画面が表示されます。[この製品で作成したスクリプト] がチェックされているのを

確認します。[スクリプト一覧] テーブルの [種類] で、[Start script] を選択し、[置換] をク

リックします。 
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5. アプリケーションを起動するスクリプトを指定します。スクリプトテンプレートのフォルダに

移動し、フォルダ 「db2」のスクリプト「start.sh」 を指定して[開く] をクリックします。 

注:スクリプトテンプレートのデフォルトのインストールフォルダは、以下です。 
C:¥Program Files¥CLUSTERPRO¥clpbuilder-l¥scripts¥linux 

6. 置換する旨の確認画面が表示されます。置換元のファイル名、パスを指定し、確認後、

[はい] を選択します。 

7. 同様に、終了スクリプトも置換します。[スクリプト一覧] テーブルの、[種類] で、[Stop 
script] を選択し、[置換] をクリックします。フォルダ「db2」のスクリプト「stop.sh」 を指定

して[開く] をクリックします。 

8. スクリプトを修正します。修正するには、[編集] をクリックしてエディタを開き、自身の環境

に合わせてスクリプトを修正します。修正するポイントは、本ガイドの「付録 A スクリプトテ

ンプレート」を参照してください。 

9. [調整] をクリックし、[パラメータ] タブで、開始スクリプト、終了スクリプトとも「同期」になっ

ていることを確認します(既定値は[同期])。 

 

注: [同期] を選択すると、スクリプトは戻り値を使用して実行されます。ここでは、アプリ

ケーションの起動の成功を確認する必要があるため、必ず開始、終了スクリプトとも [同
期] を選択する必要があります。 

10. 次に表示される以下の画面では、特に設定を変更する必要はありません。必要な場合は、

環境に合わせて設定を行ってください。[次へ] をクリックします。 
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11. 次に表示される以下の画面でも、特に設定を変更する必要はありません。依存するリソー

スにディスクリソースや IP リソースが表示されていることを確認し、[完了] ボタンをクリック

します。 

 
12. 監視アプリケーション用の exec リソース (exec 1) が作成されました。 

Step 3 に進んでください。 
 

Step 3  監視対象アプリケーションの起動確認テスト 
 Step2 までの手順が終了したら、設定内容をサーバに反映し、その後監視アプリケーションが

正常に exec 1 によって起動するかどうかを確認します。 
 
まず、設定内容のサーバへの反映方法を、この例では、Windows マシンにインストールされ

た Builder でクラスタ構成情報を編集し、FD に保存する場合の例を用いて説明します。 
 

関連情報： Linux マシン上にインストールされている Builder を使用している場合、またはク

ラスタ構成情報をファイルシステム上に保存する場合については、『インストール&設定ガイド』

の「第 3 章 Builder でクラスタ構成情報を作成する」の「クラスタ構成情報を保存する」を参

照してください。 
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クラスタ構成情報を FD に保存する (Windows) 
Windows マシン上の Builder で作成したクラスタ構成情報を FD に保存するには、以下の

手順に従ってください。 

1. FD 装置に FD を挿入し、Builder の [ファイル] メニューの [情報ファイルの保存] をク

リックします。通常、FD の内部にディレクトリを作成せず、そのまま FD の直下に保存し

ます。 

2. 以下のダイアログ ボックスが表示されます。[保存] ボックスで FD のドライブを選択し、

[保存] をクリックします。 

 

注: 

保存されるのはファイル 2 点 (clp.conf、clp.conf.rep) とディレクトリ 1 点 (scripts) で

す。これらのファイルとディレクトリがすべて揃っていない場合はクラスタ生成コマンドの実

行が不成功に終わりますので、移動する場合はかならずこの 3 点をセットとして取り扱っ

てください。なお、新規作成した構成情報を変更した場合は、上記  3 点に加えて 
clp.conf.bak が作成されます。 

クラスタ構成情報の保存が完了すると、以下のメッセージが表示されます。 

 
 

3. FD 内部を参照し、ファイル 2 点 (clp.conf、clp.conf.rep) とディレクトリ 1 点 (scripts) 
が FD の直下に作成されていることを確認します。FD 内部にディレクトリを作成し、その

配下にこれら 3 点を保存した場合、クラスタ生成コマンド実行時、そのディレクトリを指定

する必要がありますので留意してください。 
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FD を使用してクラスタを生成するには 
FD に格納したクラスタ構成情報を使用して、クラスタを生成します。以下の手順に従ってくだ

さい。ファイルシステムに保存した場合の手順については、『インストール&設定ガイド』の「第 
4 章 CLUSTERPRO をインストールする」を参照してください。 

注： 

 全サーバはサーバ RPM インストール後、再起動しておく必要があります。 

 クラスタ生成を実行するサーバは、クラスタ構成情報作成時にマスタサーバに指定した

サーバです。 

1. マスタ サーバとして指定したサーバに、Builder で生成したクラスタ構成情報を格納した 
FD を挿入します。 

注：  

clpcfctrl コマンドは、デフォルトでは FD のデバイスとして /dev/fd0、マウント ポイントと

して /mnt/floppy を使用します。デバイスやマウント ポイントが環境と異なる場合は、

オプションを使用してデバイスとマウント ポイントを指定します。オプションの詳細は『リ

ファレンス ガイド』を参照してください。 

2. 以下の手順で、FD に保存された構成情報をサーバに配信します。 

Linux で Builder を実行して保存した FD を使用する場合は、以下のコマンドを実行し

ます。 

clpcfctrl --push –l  

Windows で Builder を実行して保存した FD (1.44MB フォーマット) を使用する場合、

または Linux で Builder を実行して Windows 用として保存した FD を使用する場合

は、以下のコマンドを実行します。 

clpcfctrl --push –w  

注: FD 直下にクラスタ生成に必要なファイル (ファイル 2 点、clp.conf、clp.conf.rep と

ディレクトリ 1 点、scripts) が保存されている場合、ディレクトリを指定する必要はありま

せん。 

以下のメッセージが表示されます。 

Need to shutdown system and reboot 
please shutdown system after push. (hit return) :  

3. Enter を押します。 
クラスタ生成が正常に終了した場合、以下のメッセージが表示されます。 

success.(code:0) 

関連情報: clpcfctrl のトラブルシューティングについては『リファレンス ガイド』を参照して

ください。 



Step 3  監視対象アプリケーションの起動確認テスト 
 

  
75 

 

監視対象アプリケーションの動作を確認する 
WebManager またはコマンドラインから以下の操作を行い、監視対象アプリケーションが正常

に動作していることを確認します。 

注： この確認は、必ず次のステップ (exec 2 の追加)に進む前に行います。exec 2 を追加し

た後にこの確認を行うと、エラー発生時、アプリケーションの起動時の問題か、起動後の問題

かを切り分けるのが難しくなります。 

WebManager で確認を行う場合は、以下の手順にしたがってください。 

WebManager を起動し(http://WebManager グループ用の FIP アドレス:ポート番号(既定値

29003))、以下の 4 つの確認手順を行ってください。 
 

(確認 1) グループの起動を確認する 
1. WebManager のツリービューで、起動したいフェイルオーバグループのアイコンを右ク

リックして [起動] をクリックします。 

2. グループのアイコンが緑色になっていることを確認します。また、アプリケーションが正常

に起動していることを確認します。 
 

(確認 2) グループの停止を確認する 
1. WebManager のツリービューで、停止したいフェイルオーバグループのアイコンを右ク

リックして [停止] をクリックします。 

2. グループのアイコンが灰色になっていることを確認します。また、アプリケーションが停止

したこと確認します。 

注：フェイルオーバグループを起動する全てのサーバで、グループの起動とグループの停

止を確認してください。 
 

(確認 3) グループの移動を確認する 
サーバ間のフェイルオーバグループの移動を行います。起動したグループを、順番に他の

サーバに移動させ、正しく移動が行われるかを確認します。 

1. WebManager のツリービューで、移動したいフェイルオーバグループのアイコンを右ク

リックして [移動] をクリックします。 

2. グループのアイコンをクリックし、テーブルビューでグループが移動先のサーバで起動さ

れているかを確認します。また、アプリケーションが正常に起動しているかどうかを確認し

ます。 

注： 移動の完了は、スクリプトに記述したアプリケーション起動・停止処理によっては、数分か

かることがあります。メイン画面のツリービューで、グループの移動が完了したことを確認してく

ださい。 
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(確認 4)グループのフェイルオーバを確認する 
フェイルオーバグループが起動しているサーバをシャットダウンし、グループが移動先のサー

バにフェイルオーバすることを確認します。 

1. WebManager のツリービューで、フェイルオーバを発生させたいグループが実行されて

いるサーバを右クリックして、[OS 再起動] をクリックします。 

2. サーバが再起動し、フェイルオーバグループが移動先のサーバにフェイルオーバするの

を確認します。また、アプリケーションが移動先のサーバで正常に起動しいるかどうかを

確認します。 

以上でアプリケーションが exec 1 により正常に起動するかの確認が終わりました。ステップ 
4 に進んでください。 

注： コマンドラインから確認を行う場合は、以下のコマンドを実行してください。 

(確認 1) clpgrp –s グループ名 

(確認 2) clpgrp –t グループ名 

(確認 3) clpgrp –m グループ名 

クラスタの状態を確認するには、clpstat コマンドを実施します。 
 

Step 4 監 視 コ マ ン ド 起 動 用 の  exec リ ソ ー ス 
(exec 2) の追加 

フェイルオーバグループに、監視コマンドを起動するための exec リソースを追加します。本

書では、この exce リソースを exec 2 と呼びます。 

1. Builder を起動していない場合は、起動します。 
(既定のパス: C:¥Program Files¥CLUSTERPRO¥clpbuilder-l¥clptrek.html) 

2. 対象のフェイルオーバグループを右クリックして、[リソースの追加] をクリックします。 

3. [リソースの定義] ダイアログが表示されます。[タイプ] で、[execute resource] を選択し

ます。任意の名前 (この例では、DB2MON と入力)を入力し、[次へ] をクリックします。 

4. 以下の画面が表示されます。[この製品で作成したスクリプト] がチェックされているのを

確認します。[スクリプト一覧] テーブルの [種類] で、[Start script] を選択し、[置換] をク

リックします。 
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5. 監視コマンドを起動するスクリプトを指定します。スクリプトテンプレートのフォルダに移動

し、フォルダ 「db2-mon」のスクリプト「start.sh」 を指定して[開く] をクリックします。 

注:  

スクリプトテンプレートのデフォルトのインストールフォルダは、以下です。 
C:¥Program Files¥CLUSTERPRO¥clpbuilder-l¥scripts¥linux 

監視対象アプリケーション起動用のスクリプトテンプレートのフォルダには、監視対象アプ

リケーション名が、監視コマンド起動用のスクリプトテンプレートのフォルダには、監

視対象アプリケーション名の後に 「-mon」が付きます。 

6. 置換する旨の確認画面が表示されます。置換元のファイル名、パスを指定し、確認後、

[はい] を選択します。 

7. 同様に、終了スクリプトも置換します。[スクリプト一覧] テーブルの、[種類] で、[Stop 
script] を選択し、[置換] をクリックします。フォルダ「db2-mon」のスクリプト「stop.sh」 を

指定して[開く] をクリックします。 

8. スクリプトを修正します。修正するには、[編集] をクリックしてエディタを開き、自身の環境

に合わせてスクリプトを修正します。修正するポイントは、本ガイドの「付録 A スクリプトテ

ンプレート」を参照してください。 

9. [調整] をクリックし、[パラメータ] タブで、開始スクリプトで [非同期] が、終了スクリプトで 
[同期] が選択されていることを確認します。 

重要: [非同期] を選択すると、スクリプトは戻り値による同期を行わず、そのまま単独で

実行されます。監視コマンドは実行後そのまま監視状態に入り、戻り値を取らないため、

必ず監視コマンド実行用の exec リソースの開始スクリプトは、非同期に設定する必要

があります。 
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10. 以下の画面が表示されます。ここでは、[活性異常検出時の復旧動作] の [フェイルオー

バしきい値] を [0] に、[最終動作] を [グループ停止] にします。[次へ] をクリックしま

す。 

 
 

11. 次に表示される以下の画面で、[既定の依存関係に従う] のチェックを外し、[依存するリ

ソース] に Step 2 で作成した exec リソース (exec 1) を指定します。 

 
[完了] ボタンをクリックします。以上で監視コマンド起動用の exec リソース (exec 2) の追加

が終了しました。ステップ 5 に進んでください。 
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Step 5 pid モニタリソースの追加 
Step 4 で追加した exec 2 を監視するための pid モニタリソースを追加します。 

1. Builder を起動していない場合は、起動します。 
(既定のパス: C:¥Program Files¥CLUSTERPRO¥clpbuilder-l¥clptrek.html) 

2. ツリー ビューの [Monitors] を右クリックし、[監視リソースの追加] をクリックします。 

3. [監視リソースの定義] ダイアログ ボックスが表示されます。[タイプ] ボックスでモニタ リ

ソースのタイプ (pid monitor) を選択し、[名前] ボックスに任意のモニタ リソース名を入

力して、[次へ] をクリックします。 

4. 表示される画面で、[参照] をクリックします。[対象リソースの選択] 画面が表示されま

す。 

 

注： [対象リソースの選択] 画面には、[exec リソース調整プロパティ] で、[非同期] として設

定されている exec リソースのみが選択可能な対象として表示されます。選択可能な対象が

ない場合は、exec リソースをの設定画面から、対象としたい exec リソースの設定画面を開き、

[非同期] に設定してください。 

5. 監視コマンドを起動する exec リソース (exec 2) を指定します。 

6. 表示された画面で [回復対象] の [参照] をクリックします。 
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7. [回復対象の選択] ダイアログが表示されます。監視対象アプリケーションが存在するフェ

イルオーバグループを選択します。 

 
8. 表示された画面で、最終動作を選択します。この選択により、監視コマンドが被監視アプ

リケーションの異常を検出したときの CLUSTERPRO の動作が決定されます。 

 
 

注：  

※1: 障害を検出したときに、すぐにフェイルオーバを行いたい場合は、「再活性化しきい値」に

0 を指定してください。逆に、障害を検出したときに、グループの再活性化を行いたい場合は、

「再活性化しきい値」に 0 以外の値を指定してください。 

「再活性化しきい値」を 0 以外の値に設定する場合、「監視開始待ち時間」の値を以下の時間

よりも長く設定する必要があります。 

 監視コマンド起動してから異常により監視コマンドが終了するまでの時間 

監視コマンドが終了するまでの時間は、-i パラメータ(監視間隔)、-c パラメータ(リトライ回数)、-r
パラメータ(応答待ち時間)の値に影響されます。  

【例】アプリケーションサーバから異常が通知され、監視コマンドが終了する場合 

-i (監視間隔) 

: 60 (秒) 

-c (リトライ回数) 

: 2 (回) 

※1

※2 
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-r (応答待ち時間) 

: 120 (秒) 

監視コマンドが終了するまでのおおよその時間 

60(秒) × 2(回) + 監視にかかる時間 = 120 + α(秒) 

 

※ 監視間隔 × リトライ回数 ＋ 監視にかかる時間 

エラーの内容により、監視コマンドの終了までの時間が若干異なります。エラーの種類に応じ

た監視コマンドの動作については、51 ページの「アラートメッセージ一覧」を参照してください。 

 

※2 異常検出時にクラスタとしてサーバを停止することなくフェイルオーバを行いたい場合は、

「フェイルオーバしきい値」に 1 を指定します。 

この場合、異常を検出したサーバでは、他のフェイルオーバグループは動作を続けます。フェ

イルオーバ先のサーバでも異常を検出した場合は、さらにフェイルオーバが発生し、フェイル

オーバグループが戻ってきます。異常検出時にクラスタとしてサーバを停止しフェイルオーバを

行いたい場合は、「フェイルオーバしきい値」に 0 を指定します。 

さらに、「最終動作」に「クラスタデーモン停止」「クラスタデーモン停止と OS シャットダウン」「ク

ラスタデーモン停止と OS 再起動」のいずれかを指定します。 

この場合、異常を検出したサーバは、クラスタとして動作しなくなるため、他のフェイルオーバ

グループも停止もしくはフェイルオーバが発生します。 

 

障害発生時に復旧作業を行うことを考慮して、 

[フェイルオーバしきい値]     0 

[最終動作]                 クラスタデーモン停止 

を指定することをお勧めします。 

 

9. 設定が終了したら、[完了] をクリックします。 

これでモニタリソースの作成は終了です。次のステップ 6 に進んでください。 
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Step 6 監視コマンドの動作確認 
今までのステップでは、作成したフェイルオーバグループ (Step1) に監視対象アプリケーショ

ン起動用の exec リソースを追加し (Step2)、監視対象アプリケーションが正常に動作すること

を確認しました(Step 3)。 

その後、監視コマンド起動用の exec リソース (Step 4) と監視コマンド起動用 exec リソー

スを監視するモニタリソースを追加 (Step 5) しました。 

Step6 では、フェイルオーバグループを更新したのち、監視対象アプリケーションの動作確認

と同様に以下の操作を行い、監視コマンドが正常に動作していることを確認します。 

注：Step 4、Step 5 で変更したクラスタ構成情報を、クラスタシステムへ反映する必要があり

ます。反映方法については、Step 3 の「クラスタ構成情報を FD に保存する (Windows)」
「FD を使用してクラスタを生成するには」を参照してください。 

WebManager から以下の操作を行い、監視対象アプリケーションが正常に動作していることを

確認します。 

WebManager を起動し(http://WebManager グループ用の FIP アドレス:ポート番号(既定値

29003))、以下の 4 つの確認手順を行ってください。 
 

(確認 1) グループの起動を確認する 
1. WebManager のツリービューで、起動したいフェイルオーバグループのアイコンを右ク

リックして [起動] をクリックします。 

2. グループのアイコンが緑色になるのを確認します。 

3. WebManager のアラートビューに、監視コマンドのイベント ID 1、イベント ID 2 のメッセー

ジが表示されることを確認します。 

注：グループ起動時に監視コマンドが WebManager にエラーメッセージを表示する場合、監視

コマンドのパラメータ値の設定値が適切でないことが考えられます。また、特定のサーバでの

みエラーメッセージが表示される場合は、監視対象アプリケーションの環境設定に誤りがある

と考えられます。 
 

(確認 2) グループの停止を確認する 
1. WebManager のツリービューで、停止したいフェイルオーバグループのアイコンを右ク

リックして [停止] をクリックします。 

2. グループのアイコンが灰色になるのを確認します。 

3. WebManager のアラートビューに、監視コマンドのイベント ID 3 のメッセージが表示され

ることを確認します。 

注：フェイルオーバグループを起動する全てのサーバで、グループの起動とグループの停

止を確認してください。 
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(確認 3) グループの移動を確認する 
サーバ間のフェイルオーバグループの移動を行います。起動したグループを、順番に他の

サーバに移動させ、ただしく移動が行われるかを確認します。 

1. WebManager のツリービューで、移動したいフェイルオーバグループのアイコンを右ク

リックして [移動] をクリックします。 

2. グループのアイコンをクリックし、テーブルビューでグループが移動先のサーバで起動さ

れているかどうかを確認します。 

3. WebManager のアラートビューに監視コマンドのメッセージが表示されることを確認しま

す。 

サーバ名: グループ名移動元のサーバ 

イベント ID: 3 

サーバ名: グループ移動先のサーバ名 

イベント ID: 1、2 
 

注： 移動の完了は、スクリプトに記述したアプリケーション起動・停止処理によっては、数分か

かることがあります。メイン画面のツリービューで、グループの移動が完了したことを確認してく

ださい。 
 

(確認 4 )グループのフェイルオーバを確認する 
フェイルオーバグループが起動しているサーバをシャットダウンし、グループが移動先のサー

バにフェイルオーバすることを確認します。 

1. WebManager のツリービューで、フェイルオーバを発生させたいグループが実行されて

いるサーバを右クリックして、[OS 再起動] をクリックします。 

2. サーバが再起動し、フェイルオーバグループが移動先のサーバにフェイルオーバするの

を確認します。 

3. WebManager のアラートビューに監視コマンドのメッセージが表示されることを確認しま

す。 

サーバ名:フェイルオーバ元のサーバ 

イベント ID: 3 

サーバ名:フェイルオーバ先のサーバ名 

イベント ID: 1、2 

注： 監視間隔や応答時間のパラメータに、極端に小さい値(例:1)を指定して監視コマンドを起

動した場合は、正常に監視が行えないことがありますので、事前に十分な動作確認を行ってか

ら、運用してください。 
 

関連情報： メッセージの詳細については、51 ページの「アラートメッセージ一覧」を参照してく

ださい。 

これで Database Agent の設定は終了です。 
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注： コマンドラインから確認を行う場合は、以下のコマンドを実行してください。 

(確認 1) clpgrp –s グループ名 

(確認 2) clpgrp –t グループ名 

(確認 3) clpgrp –m グループ名 

クラスタの状態を確認するには、clpstat コマンドを実施します。 
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付録 A スクリプトテンプレート 
 

スクリプトテンプレートのセットアップ 
CLUSTERPRO では、アプリケーション監視を行うための各種スクリプトのテンプレートを用意

しています。このテンプレートには、各自必要な記述を加えてより効果的な監視を行うことがで

きます。 

スクリプトテンプレートは、CLUSTERPRO X Builder から使用します。Builder には、

Windows 版と Linux 版があるため、テンプレートもそれぞれ用意されています。ご使用のマ

シンに応じてセットアップを行ってください。 

スクリプトテンプレートは、改良・修正されていくことがありますので、CLUSTERPRO のホーム

ページに最新版のテンプレートがあるかどうかを必ず確認し、最新版を入手してください。その

際、スクリプトテンプレート用のアップデート手順書を参照して適用してください。 
 

Windows マシンにスクリプトテンプレートをインストールするには 
Windows にスクリプトテンプレートをインストールする場合は、Administrator 権限のあるユー

ザでログインしていることが必要です。 

以下の手順に従います。 

1. CD 媒体 (CLUSTERPRO CD) を CD 装置に装填します。 

自動的にセットアップメニューの画面が表示されます。セットアップメニューの画面が表示

されない場合は、CD ドライブ内の menu.exe を直接実行してください。 

2. セットアップメニュー画面で、[CLUSTERPRO(R) for Linux] をクリックします。 
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3. 次に表示されたセットアップ画面で、[CLUSTERPRO(R) Template Scripts] をクリックし

ます。 

 
4. しばらくすると、テンプレートスクリプトのインストール場所を確認するダイアログが表示さ

れますので、パスを確認後 [解凍] をクリックします。 
 

Linux マシンにスクリプトテンプレートをインストールするには 
スクリプトテンプレートのセットアップは、Linux 版 Builder のセットアップ後に行います。スクリ

プトテンプレートは、Builder のスクリプトがあるディレクトリにインストールされます。Builder 
のインストール方法については、『インストール&設定ガイド』の「第 3 章 Builder でクラスタ

構成情報を作成する」を参照してください。 

Linux にスクリプトテンプレートをインストールする場合は、root ユーザででログインしているこ

とが必要です。 

以下の手順に従います。 

1. CD 媒体(CLUSTERPRO CD)を CD 装置に装填します。 

2. CD をマウントします。 
# mount /dev/cdrom 

3. 以下のディレクトリに移動します。 
# cd /mnt/cdrom/Linux/1.0/jp/script/Linux 

4. rpm コマンドでインストールを行います。 
# rpm –i clusterpro-script-1.0.0-1.linux.i686.rpm 

注： rpm ファイル名は、バージョンなどにより異なることがありますので確認してください。 

コマンド記述は、Linux の種類により異なることがあります。 
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スクリプトテンプレートをアンインストールするには 
Windows 版でのアンインストール手順 

スクリプトテンプレートをアンインストールする場合は、Administrator 権限のあるユーザで
C:¥Program Files¥CLUSTERPRO¥clpbuilder-l¥scripts¥linux フォルダ下の defaultl、defaultw の 2 つ

以外のフォルダを削除してください。 
 

注： 下線部は端末の環境により異なることがありますので、フォルダ名などを確認してくださ

い。 
 

Linux 版でのアンインストール手順 
スクリプトテンプレートをアンインストールする場合は、root ユーザで以下のコマンドで行ってく

ださい。 
# rpm -e clusterpro-script 

Linux 版 Builder をアンインストールするとスクリプトテンプレート(Linux 版 Builder 用)もアン

インストールされますが、rpm のモジュール情報は残ったままとなります。そのため、再度イン

ストールを行う前に、rpm コマンドで強制的にパッケージの削除処理を行う必要があります 

例 rpm –e ––force clusterpro–script 
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スクリプトテンプレートの詳細 
スクリプトテンプレートには、修正ポイントがコメントとして記述されていますので、参考にして修

正を行います。コメントは、Windows 版のテンプレートでは日本語で、Linux 版では英語で記述

してあります。 

DB2 用スクリプトは、start.sh と stop.sh の２つのスクリプトのテンプレートが用意されています。

動作環境などに合わせて、修正してご利用ください。修正ポイントを次項のスクリプトにおいて

下線付き太斜体で示します。 
 

DB2 用 
start.sh 

 
#! /bin/sh 
#*************************************** 
#*              start.sh                     * 
#*************************************** 
 
#! /bin/sh 
#*************************************** 
#*              start.sh                     * 
#*************************************** 
 
if [ "$CLP_EVENT" = "START" ] 
then 
 if [ "$CLP_DISK" = "SUCCESS" ] 
 then 
  echo "NORMAL1" 
  if [ "$CLP_SERVER" = "HOME" ] 
  then 
   echo "NORMAL2" 
  else 
   echo "ON_OTHER1" 
  fi 
  date +"%Y/%m/%d %T" 
  echo "DB2 start"  
# 
# インスタンス名を適切な値に修正します。 
# 
  su - db2inst1 -c "DB2INSTANCE=db2inst1;db2start" 
 else 
  echo "ERROR_DISK from START" 
 fi 
elif [ "$CLP_EVENT" = "FAILOVER" ] 
then 
 if [ "$CLP_DISK" = "SUCCESS" ] 
 then 
  echo "FAILOVER1" 
  if [ "$CLP_SERVER" = "HOME" ] 
  then 
   echo "FAILOVER2" 
  else 
   echo "ON_OTHER2" 
  fi 
  date +"%Y/%m/%d %T" 
  echo "DB2 start"  
# 
# インスタンス名を適切な値に修正します。 
# 
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  su - db2inst1 -c "DB2INSTANCE=db2inst1;db2start" 
 else 
  echo "ERROR_DISK from FAILOVER" 
 fi 
else 
 echo "NO_CLP" 
fi 
echo "EXIT" 
exit 0 
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stop.sh 

 
#! /bin/sh 
#*************************************** 
#*               stop.sh                     * 
#*************************************** 
 
if [ "$CLP_EVENT" = "START" ] 
then 
 if [ "$CLP_DISK" = "SUCCESS" ] 
 then 
  echo "NORMAL1" 
  if [ "$CLP_SERVER" = "HOME" ] 
  then 
   echo "NORMAL2" 
  else 
   echo "ON_OTHER1" 
  fi 
  date +"%Y/%m/%d %T" 
  echo "DB2 stop"  
# 
# インスタンス名を適切な値に修正します。 
# 
  su - db2inst1 -c "db2stop force" 
   
 else 
  echo "ERROR_DISK from START" 
 fi 
elif [ "$CLP_EVENT" = "FAILOVER" ] 
then 
 if [ "$CLP_DISK" = "SUCCESS" ] 
 then 
  echo "FAILOVER1" 
  if [ "$CLP_SERVER" = "HOME" ] 
  then 
   echo "FAILOVER2" 
  else 
   echo "ON_OTHER2" 
  fi 
  date +"%Y/%m/%d %T" 
  echo "DB2 stop"  
# 
# インスタンス名を適切な値に修正します。 
# 
  su - db2inst1 -c "db2stop force" 
 
 else 
  echo "ERROR_DISK from FAILOVER" 
 fi 
else 
 echo "NO_CLP" 
fi 
echo "EXIT" 
exit 0 
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DB2 監視用 
start.sh 

 
#! /bin/sh 
#*************************************** 
#*              start.sh                     * 
#*************************************** 
 
if [ "$CLP_EVENT" = "START" ] 
then 
 if [ "$CLP_DISK" = "SUCCESS" ] 
 then 
  echo "NORMAL1" 
  if [ "$CLP_SERVER" = "HOME" ] 
  then 
   echo "NORMAL2" 
  else 
   echo "ON_OTHER1" 
  fi 
  date +"%Y/%m/%d %T" 
  echo "clp_db2mon start" 
# 
# データベースのコードページに合わせて指定します。 
# 
  export LANG=ja_JP.eucJP 
# 
# インスタンスのホーム名を適切な値に修正します。 
# 
  source /home/db2inst1/sqllib/db2profile 
# 
# インスタンス名やデータベース名などを適切な値に修正します。 
# 
  clp_db2mon db2watch -d XXXX -m db2inst1 
 else 
  echo "ERROR_DISK from START" 
 fi 
elif [ "$CLP_EVENT" = "FAILOVER" ] 
then 
 if [ "$CLP_DISK" = "SUCCESS" ] 
 then 
  echo "FAILOVER1" 
  if [ "$CLP_SERVER" = "HOME" ] 
  then 
   echo "FAILOVER2" 
  else 
   echo "ON_OTHER2" 
  fi 
  date +"%Y/%m/%d %T" 
  echo "clp_db2mon start" 
# 
# データベースのコードページに合わせて指定します。 
# 
  export LANG=ja_JP.eucJP 
# 
# インスタンスのホーム名を適切な値に修正します。 
# 
  source /home/db2inst1/sqllib/db2profile 
# 
# インスタンス名やデータベース名などを適切な値に修正します。 
# 
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  clp_db2mon db2watch -d XXXX -m db2inst1 
 else 
  echo "ERROR_DISK from FAILOVER" 
 fi 
else 
 echo "NO_CLP" 
fi 
echo "EXIT" 
exit 0 
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stop.sh 

 
#! /bin/sh 
#*************************************** 
#*               stop.sh                     * 
#*************************************** 
 
if [ "$CLP_EVENT" = "START" ] 
then 
 if [ "$CLP_DISK" = "SUCCESS" ] 
 then 
  echo "NORMAL1" 
  if [ "$CLP_SERVER" = "HOME" ] 
  then 
   echo "NORMAL2" 
  else 
   echo "ON_OTHER1" 
  fi 
  date +"%Y/%m/%d %T" 
  echo "clp_db2mon stop"  
# 
# インスタンスのホーム名を適切な値に修正します。 
# 
  source /home/db2inst1/sqllib/db2profile 
  clp_db2mon db2watch --stop 
 else 
  echo "ERROR_DISK from START" 
 fi 
elif [ "$CLP_EVENT" = "FAILOVER" ] 
then 
 if [ "$CLP_DISK" = "SUCCESS" ] 
 then 
  echo "FAILOVER1" 
  if [ "$CLP_SERVER" = "HOME" ] 
  then 
   echo "FAILOVER2" 
  else 
   echo "ON_OTHER2" 
  fi 
  date +"%Y/%m/%d %T" 
  echo "clp_db2mon stop"  
# 
# インスタンスのホーム名を適切な値に修正します。 
# 
  source /home/db2inst1/sqllib/db2profile 
  clp_db2mon db2watch --stop 
 else 
  echo "ERROR_DISK from FAILOVER" 
 fi 
else 
 echo "NO_CLP" 
fi 
echo "EXIT" 
exit 0 
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Oracle10g 用 
start.sh 

 
#! /bin/sh 
#*************************************** 
#*              start.sh                     * 
#*************************************** 
 
if [ "$CLP_EVENT" = "START" ] 
then 
 if [ "$CLP_DISK" = "SUCCESS" ] 
 then 
  echo "NORMAL1" 
  if [ "$CLP_SERVER" = "HOME" ] 
  then 
   echo "NORMAL2" 
  else 
   echo "ON_OTHER1" 
  fi 
  date +"%Y/%m/%d %T" 
  echo "Oracle10g start"  
# 
# ユーザ名、リスナー名を適切な値に修正します。 
# 
  su - oracle -c "lsnrctl start LISTENER" 
# 
# ユーザ名、SID名、起動スクリプトのフルパス名を適切な値に修正します。 
# 
  su - oracle -c "export ORACLE_SID=orcl;sqlplus /nolog @/XXXX/startup.sql" 
 else 
  echo "ERROR_DISK from START" 
 fi 
elif [ "$CLP_EVENT" = "FAILOVER" ] 
then 
 if [ "$CLP_DISK" = "SUCCESS" ] 
 then 
  echo "FAILOVER1" 
  if [ "$CLP_SERVER" = "HOME" ] 
  then 
   echo "FAILOVER2" 
  else 
   echo "ON_OTHER2" 
  fi 
  date +"%Y/%m/%d %T" 
  echo "Oracle10g start"  
# 
# ユーザ名、リスナー名を適切な値に修正します。 
# 
  su - oracle -c "lsnrctl start LISTENER" 
# 
# ユーザ名、SID名、起動スクリプトのフルパス名を適切な値に修正します。 
# 
  su - oracle -c "export ORACLE_SID=orcl;sqlplus /nolog @/XXXX/startup.sql" 
 else 
  echo "ERROR_DISK from FAILOVER" 
 fi 
else 
 echo "NO_CLP" 
fi 
echo "EXIT" 
exit 0 
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stop.sh 

 
#! /bin/sh 
#*************************************** 
#*               stop.sh                     * 
#*************************************** 
 
if [ "$CLP_EVENT" = "START" ] 
then 
 if [ "$CLP_DISK" = "SUCCESS" ] 
 then 
  echo "NORMAL1" 
  if [ "$CLP_SERVER" = "HOME" ] 
  then 
   echo "NORMAL2" 
  else 
   echo "ON_OTHER1" 
  fi 
  date +"%Y/%m/%d %T" 
  echo "Oracle10g stop" 
# 
# ユーザ名、SID名、終了スクリプトのフルパス名を適切な値に修正します。 
# 
  su - oracle -c "export ORACLE_SID=orcl;sqlplus /nolog @/XXXX/shutdown.sql" 
# 
# ユーザ名、リスナー名を適切な値に修正します。 
# 
  su - oracle -c "lsnrctl stop LISTENER" 
 else 
  echo "ERROR_DISK from START" 
 fi 
elif [ "$CLP_EVENT" = "FAILOVER" ] 
then 
 if [ "$CLP_DISK" = "SUCCESS" ] 
 then 
  echo "FAILOVER1" 
  if [ "$CLP_SERVER" = "HOME" ] 
  then 
   echo "FAILOVER2" 
  else 
   echo "ON_OTHER2" 
  fi 
  date +"%Y/%m/%d %T" 
  echo "Oracle10g stop" 
# 
# ユーザ名、SID名、終了スクリプトのフルパス名を適切な値に修正します。 
# 
  su - oracle -c "export ORACLE_SID=orcl;sqlplus /nolog @/XXXX/shutdown.sql" 
# 
# ユーザ名、リスナー名を適切な値に修正します。 
# 
  su - oracle -c "lsnrctl stop LISTENER" 
 else 
  echo "ERROR_DISK from FAILOVER" 
 fi 
else 
 echo "NO_CLP" 
fi 
echo "EXIT" 
exit 0 
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startup.sql/shutdown.sql 

Oracle10g を起動するには、sqlplus で使用する startup.sql と shutdown.sql の両ファイルが

必要です。本ファイルは、パスやファイル名は自由なので、どのような名前にしても構いません

が、start.sh/stop.sh で指定したフルパス名に合わせてください。 

各ファイルには、以下の内容を記述してください。なお、本内容に対するテンプレートはありま

せん。 
 

startup.sql 
connect / as sysdba 
startup pfile=初期化ファイル名 
exit 

 
shutdown.sql 
connect / as sysdba 
shutdown immediate 
exit 
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Oracle10g 監視用 
start.sh 

 
#! /bin/sh 
#*************************************** 
#*              start.sh                     * 
#*************************************** 
 
if [ "$CLP_EVENT" = "START" ] 
then 
 if [ "$CLP_DISK" = "SUCCESS" ] 
 then 
  echo "NORMAL1" 
  if [ "$CLP_SERVER" = "HOME" ] 
  then 
   echo "NORMAL2" 
  else 
   echo "ON_OTHER1" 
  fi 
  date +"%Y/%m/%d %T" 
  echo "clp_oramon start"  
# 
# ORACLE_HOMEを適切な値に修正します。 
# 
  export ORACLE_HOME=/opt/oracle/product/10.2.0/db_1 
  export LD_LIBRARY_PATH=$ORACLE_HOME/lib 
# 
# NLS_LANGパラメータを適切な値に修正します。 
# 
#  export NLS_LANG=AMERICAN_AMERICA.JA16EUC 
# 
# データベース名を適切な値に修正します。 
# 
  clp_ora10mon orawatch -d XXXX 
 else 
  echo "ERROR_DISK from START" 
 fi 
elif [ "$CLP_EVENT" = "FAILOVER" ] 
then 
 if [ "$CLP_DISK" = "SUCCESS" ] 
 then 
  echo "FAILOVER1" 
  if [ "$CLP_SERVER" = "HOME" ] 
  then 
   echo "FAILOVER2" 
  else 
   echo "ON_OTHER2" 
  fi 
  date +"%Y/%m/%d %T" 
  echo "clp_oramon start"  
# 
# ORACLE_HOMEを適切な値に修正します。 
# 
  export ORACLE_HOME=/opt/oracle/product/10.2.0/db_1 
  export LD_LIBRARY_PATH=$ORACLE_HOME/lib 
# 
# NLS_LANGパラメータを適切な値に修正します。 
# 
#  export NLS_LANG=AMERICAN_AMERICA.JA16EUC 
# 
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# データベース名を適切な値に修正します。 
# 
  clp_ora10mon orawatch -d XXXX 
 else 
  echo "ERROR_DISK from FAILOVER" 
 fi 
else 
 echo "NO_CLP" 
fi 
echo "EXIT" 
exit 0 
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stop.sh 

 
#! /bin/sh 
#*************************************** 
#*               stop.sh                     * 
#*************************************** 
 
if [ "$CLP_EVENT" = "START" ] 
then 
 if [ "$CLP_DISK" = "SUCCESS" ] 
 then 
  echo "NORMAL1" 
  if [ "$CLP_SERVER" = "HOME" ] 
  then 
   echo "NORMAL2" 
  else 
   echo "ON_OTHER1" 
  fi 
# 
# ORACLE_HOMEを適切な値に修正します。 
# 
  export ORACLE_HOME=/opt/oracle/product/10.2.0/db_1 
  export LD_LIBRARY_PATH=$ORACLE_HOME/lib 
 
  date +"%Y/%m/%d %T" 
  echo "clp_oramon stop" 
  clp_ora10mon orawatch --stop 
 else 
  echo "ERROR_DISK from START" 
 fi 
elif [ "$CLP_EVENT" = "FAILOVER" ] 
then 
 if [ "$CLP_DISK" = "SUCCESS" ] 
 then 
  echo "FAILOVER1" 
  if [ "$CLP_SERVER" = "HOME" ] 
  then 
   echo "FAILOVER2" 
  else 
   echo "ON_OTHER2" 
  fi 
# 
# ORACLE_HOMEを適切な値に修正します。 
# 
  export ORACLE_HOME=/opt/oracle/product/10.2.0/db_1 
  export LD_LIBRARY_PATH=$ORACLE_HOME/lib 
 
  date +"%Y/%m/%d %T" 
  echo "clp_oramon stop" 
  clp_ora10mon orawatch --stop 
 else 
  echo "ERROR_DISK from FAILOVER" 
 fi 
else 
 echo "NO_CLP" 
fi 
echo "EXIT" 
exit 0 
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PostgreSQL 用 
PostgreSQL 用スクリプトは、start.sh と stop.sh の２つのスクリプトのテンプレートが用意され

ています。 

動作環境などに合わせて、修正してご利用ください。修正ポイントを次項のスクリプトにおいて

下線付き太斜体で示します。 

双方向スタンバイなど１サーバで複数の PostgreSQL を起動する場合は、識別子、データ

ベース領域ディレクトリ、ポート番号をそれぞれで重ならないように設定します。 
 

start.sh 
 
#! /bin/sh 
#*************************************** 
#*              start.sh                     * 
#*************************************** 
 
if [ "$CLP_EVENT" = "START" ] 
then 
 if [ "$CLP_DISK" = "SUCCESS" ] 
 then 
  echo "NORMAL1" 
  if [ "$CLP_SERVER" = "HOME" ] 
  then 
   echo "NORMAL2" 
  else 
   echo "ON_OTHER1" 
  fi 
  date +"%Y/%m/%d %T" 
  echo "PostgreSQL start"  
# 
# PostgreSQLユーザ名、データベース領域ディレクトリ、ポート番号を適切な値に修

正します。 
# 
  su - postgres -c "pg_ctl start -D /mnt/pgsql/data -l /dev/null -o 
'-i -p 5432'" 
 else 
  echo "ERROR_DISK from START" 
 fi 
elif [ "$CLP_EVENT" = "FAILOVER" ] 
then 
 if [ "$CLP_DISK" = "SUCCESS" ] 
 then 
  echo "FAILOVER1" 
  if [ "$CLP_SERVER" = "HOME" ] 
  then 
   echo "FAILOVER2" 
  else 
   echo "ON_OTHER2" 
  fi 
  date +"%Y/%m/%d %T" 
  echo "PostgreSQL start"  
# 
# PostgreSQLユーザ名、データベース領域ディレクトリ、ポート番号を適切な値に修

正します。 
# 
  su - postgres -c "pg_ctl start -D /mnt/pgsql/data -l /dev/null -o 
'-i -p 5432'" 
 else 
  echo "ERROR_DISK from FAILOVER" 
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 fi 
else 
 echo "NO_CLP" 
fi 
echo "EXIT" 
exit 0 

 



付録 A スクリプトテンプレート 

CLUSTERPRO X Database Agent 1.0 for Linux 管理者ガイド 
102 

 
stop.sh 

 
#! /bin/sh 
#*************************************** 
#*               stop.sh                     * 
#*************************************** 
 
if [ "$CLP_EVENT" = "START" ] 
then 
 if [ "$CLP_DISK" = "SUCCESS" ] 
 then 
  echo "NORMAL1" 
  if [ "$CLP_SERVER" = "HOME" ] 
  then 
   echo "NORMAL2" 
  else 
   echo "ON_OTHER1" 
  fi 
  date +"%Y/%m/%d %T" 
  echo "PostgreSQL stop"  
# 
# PostgreSQLユーザ名、データベース領域ディレクトリを適切な値に修正します。 
# 
  su - postgres -c 'pg_ctl stop -D /mnt/pgsql/data -m fast' 
 else 
  echo "ERROR_DISK from START" 
 fi 
elif [ "$CLP_EVENT" = "FAILOVER" ] 
then 
 if [ "$CLP_DISK" = "SUCCESS" ] 
 then 
  echo "FAILOVER1" 
  if [ "$CLP_SERVER" = "HOME" ] 
  then 
   echo "FAILOVER2" 
  else 
   echo "ON_OTHER2" 
  fi 
  date +"%Y/%m/%d %T" 
  echo "PostgreSQL stop"  
# 
# PostgreSQLユーザ名、データベース領域ディレクトリを適切な値に修正します。 
# 
  su - postgres -c 'pg_ctl stop -D /mnt/pgsql/data -m fast' 
 else 
  echo "ERROR_DISK from FAILOVER" 
 fi 
else 
 echo "NO_CLP" 
fi 
echo "EXIT" 
exit 0 

 



PostgreSQL 監視用 
 

  
103 

 

PostgreSQL 監視用 
PsotgreSQL 監視用スクリプトは、start.sh と stop.sh の２つのスクリプトのテンプレートが用意

されています。 

動作環境などに合わせて、修正してご利用ください。修正ポイントを次項のスクリプトにおいて

下線付き太斜体で示します。 
 

start.sh 
 
#! /bin/sh 
#*************************************** 
#*              start.sh                     * 
#*************************************** 
 
if [ "$CLP_EVENT" = "START" ] 
then 
 if [ "$CLP_DISK" = "SUCCESS" ] 
 then 
  echo "NORMAL1" 
  if [ "$CLP_SERVER" = "HOME" ] 
  then 
   echo "NORMAL2" 
  else 
   echo "ON_OTHER1" 
  fi 
  date +"%Y/%m/%d %T" 
  echo "clp_psqlmon start" 
# 
# PostgreSQLライブラリのパスを適切な値に修正します。 
# 
#  export LD_LIBRARY_PATH=/usr/local/pgsql/lib 
# 
# データベース名やポート番号などを適切な値に修正します。 
# 
  clp_psql81mon psqlwatch -d XXXX -n 5432 
 else 
  echo "ERROR_DISK from START" 
 fi 
elif [ "$CLP_EVENT" = "FAILOVER" ] 
then 
 if [ "$CLP_DISK" = "SUCCESS" ] 
 then 
  echo "FAILOVER1" 
  if [ "$CLP_SERVER" = "HOME" ] 
  then 
   echo "FAILOVER2" 
  else 
   echo "ON_OTHER2" 
  fi 
  date +"%Y/%m/%d %T" 
  echo "clp_psqlmon start" 
# 
# PostgreSQLライブラリのパスを適切な値に修正します。 
# 
#  export LD_LIBRARY_PATH=/usr/local/pgsql/lib 
# 
# データベース名やポート番号などを適切な値に修正します。 
# 
  clp_psql81mon psqlwatch -d XXXX -n 5432 
 else 
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  echo "ERROR_DISK from FAILOVER" 
 fi 
else 
 echo "NO_CLP" 
fi 
echo "EXIT" 
exit 0 
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stop.sh 

 
#! /bin/sh 
#*************************************** 
#*               stop.sh                     * 
#*************************************** 
 
if [ "$CLP_EVENT" = "START" ] 
then 
 if [ "$CLP_DISK" = "SUCCESS" ] 
 then 
  echo "NORMAL1" 
  if [ "$CLP_SERVER" = "HOME" ] 
  then 
   echo "NORMAL2" 
  else 
   echo "ON_OTHER1" 
  fi 
  date +"%Y/%m/%d %T" 
  echo "clp_psqlmon stop"  
# 
# PostgreSQLライブラリのパスを適切な値に修正します。 
# 
#  export LD_LIBRARY_PATH=/usr/local/pgsql/lib 
 
  clp_psql81mon psqlwatch --stop 
 else 
  echo "ERROR_DISK from START" 
 fi 
elif [ "$CLP_EVENT" = "FAILOVER" ] 
then 
 if [ "$CLP_DISK" = "SUCCESS" ] 
 then 
  echo "FAILOVER1" 
  if [ "$CLP_SERVER" = "HOME" ] 
  then 
   echo "FAILOVER2" 
  else 
   echo "ON_OTHER2" 
  fi 
  date +"%Y/%m/%d %T" 
  echo "clp_psqlmon stop"  
# 
# PostgreSQLライブラリのパスを適切な値に修正します。 
# 
#  export LD_LIBRARY_PATH=/usr/local/pgsql/lib 
 
  clp_psql81mon psqlwatch --stop 
 else 
  echo "ERROR_DISK from FAILOVER" 
 fi 
else 
 echo "NO_CLP" 
fi 
echo "EXIT" 
exit 0 
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MySQL 用 
MySQL 用スクリプトは、start.sh と stop.sh の２つのスクリプトと my.cnf の MySQL 起動オプ

ション定義ファイルのテンプレートが用意されています。 

動作環境などに合わせて、修正してご利用ください。修正ポイントを次項のスクリプトにおいて

下線付き太斜体で示します。 
 

start.sh 
 
#! /bin/sh 
#*************************************** 
#*              start.sh                     * 
#*************************************** 
 
if [ "$CLP_EVENT" = "START" ] 
then 
 if [ "$CLP_DISK" = "SUCCESS" ] 
 then 
  echo "NORMAL1" 
  if [ "$CLP_SERVER" = "HOME" ] 
  then 
   echo "NORMAL2" 
  else 
   echo "ON_OTHER1" 
  fi 
  date +"%Y/%m/%d %T" 
  echo "MySQL start"  
# 
# 起動オプション定義ファイルを適切な値に修正します。 
# CLUSTERPROのスクリプトファイルとして登録する場合、パスのグループ名を指定し

ます。 
# 
  mysqld_safe 
--defaults-file=/opt/nec/clusterpro/scripts/group/groupname/my.cn
f & 
 else 
  echo "ERROR_DISK from START" 
 fi 
elif [ "$CLP_EVENT" = "FAILOVER" ] 
then 
 if [ "$CLP_DISK" = "SUCCESS" ] 
 then 
  echo "FAILOVER1" 
  if [ "$CLP_SERVER" = "HOME" ] 
  then 
   echo "FAILOVER2" 
  else 
   echo "ON_OTHER2" 
  fi 
  date +"%Y/%m/%d %T" 
  echo "MySQL start"  
# 
# 起動オプション定義ファイルを適切な値に修正します。 
# CLUSTERPROのスクリプトファイルとして登録する場合、パスのグループ名を指定し

ます。 
# 
  mysqld_safe 
--defaults-file=/opt/nec/clusterpro/scripts/group/groupname/my.cn
f & 



MySQL 用 
 

  
107 

 else 
  echo "ERROR_DISK from FAILOVER" 
 fi 
else 
 echo "NO_CLP" 
fi 
echo "EXIT" 
exit 0 
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stop.sh 

 
#! /bin/sh 
#*************************************** 
#*               stop.sh                     * 
#*************************************** 
 
if [ "$CLP_EVENT" = "START" ] 
then 
 if [ "$CLP_DISK" = "SUCCESS" ] 
 then 
  echo "NORMAL1" 
  if [ "$CLP_SERVER" = "HOME" ] 
  then 
   echo "NORMAL2" 
  else 
   echo "ON_OTHER1" 
  fi 
  date +"%Y/%m/%d %T" 
  echo "MySQL stop"  
# 
# 起動オプション定義ファイルを適切な値に修正します。 
# CLUSTERPROのスクリプトファイルとして登録する場合、パスのグループ名を指定し

ます。 
# 
  mysqladmin 
--defaults-file=/opt/nec/clusterpro/scripts/group/groupname/my.cn
f shutdown 
 else 
  echo "ERROR_DISK from START" 
 fi 
elif [ "$CLP_EVENT" = "FAILOVER" ] 
then 
 if [ "$CLP_DISK" = "SUCCESS" ] 
 then 
  echo "FAILOVER1" 
  if [ "$CLP_SERVER" = "HOME" ] 
  then 
   echo "FAILOVER2" 
  else 
   echo "ON_OTHER2" 
  fi 
  date +"%Y/%m/%d %T" 
  echo "MySQL stop"  
# 
# 起動オプション定義ファイルを適切な値に修正します。 
# CLUSTERPROのスクリプトファイルとして登録する場合、パスのグループ名を指定し

ます。 
# 
  mysqladmin 
--defaults-file=/opt/nec/clusterpro/scripts/group/groupname/my.cn
f shutdown 
 else 
  echo "ERROR_DISK from FAILOVER" 
 fi 
else 
 echo "NO_CLP" 
fi 
echo "EXIT" 
exit 0 
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my.cnf 
MySQL を起動する際に、起動オプション定義ファイルを作成しておくと、起動時のパラメータ指

定が簡単になります。本ファイルは、パスやファイル名は自由なので、どのような名前にしても

構いませんが、start.sh/stop.sh で指定したフルパス名に合わせてください。フェイルオーバグ

ループのスクリプトとして登録しても構いませんし、また、スクリプトファイルとは別に、各サー

バで作成しても構いません。 

※スクリプトとして登録した場合は、各サーバ上で直接内容の修正を行わないでください。修

正を行う場合は、必ず CLUSTERPRO Builder から行ってください。 

 

[client] 
port   = 3306 
socket  = /var/lib/mysql/mysql.sock 
 

[mysqld] 
port   = 3306 
socket  = /var/lib/mysql/mysql.sock 
 

datadir において、データベースファイルの格納ディレクトリを指定します。通常、共有 DISK 上

のディレクトリを指定します。 

双方向スタンバイの場合、上記の全ての項目についてフェイルオーバグループごとに異なった

値を設定する必要があります。 

 

例 

  ファイルオーバグループ１用 my.cnf 

[client] 
port   = 3306 
socket  = /var/lib/mysql/mysql1.sock 
[mysqld] 
port   = 3306 
socket  = /var/lib/mysql/mysql1.sock 
pid-file  = /var/lib/mysql/mysql1.pid 
datadir  = /mnt/mysql1/ 

 

  ファイルオーバグループ 2 用 my.cnf 

[client] 
port   = 3307 
socket  = /var/lib/mysql/mysql2.sock 
[mysqld] 
port   = 3307 
socket  = /var/lib/mysql/mysql2.sock 
pid-file  = /var/lib/mysql/mysql2.pid 
datadir  = /mnt/mysql2/ 
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MySQL 監視用 
MySQL 監視用スクリプトは、start.sh と stop.sh の２つのスクリプトのテンプレートが用意され

ています。 

動作環境などに合わせて、修正してご利用ください。修正ポイントを次項のスクリプトにおいて

下線付き太斜体で示します。 
 

start.sh 
 
#! /bin/sh 
#*************************************** 
#*              start.sh                     * 
#*************************************** 
 
if [ "$CLP_EVENT" = "START" ] 
then 
 if [ "$CLP_DISK" = "SUCCESS" ] 
 then 
  echo "NORMAL1" 
  if [ "$CLP_SERVER" = "HOME" ] 
  then 
   echo "NORMAL2" 
  else 
   echo "ON_OTHER1" 
  fi 
  date +"%Y/%m/%d %T" 
  echo "clp_mysqlmon start" 
# 
# -aパラメータを指定しない場合、ソケット用ファイル名を適切な値に修正します。 
# 
#  export MYSQL_UNIX_PORT=/var/lib/mysql/mysql.sock 
# 
# データベース名、IPアドレスなどを適切な値に修正します。 
# 
  clp_mysql50mon mysqlwatch -d XXXX -a nnn.nnn.nnn.nnn 
 else 
  echo "ERROR_DISK from START" 
 fi 
elif [ "$CLP_EVENT" = "FAILOVER" ] 
then 
 if [ "$CLP_DISK" = "SUCCESS" ] 
 then 
  echo "FAILOVER1" 
  if [ "$CLP_SERVER" = "HOME" ] 
  then 
   echo "FAILOVER2" 
  else 
   echo "ON_OTHER2" 
  fi 
  date +"%Y/%m/%d %T" 
  echo "clp_mysqlmon start" 
# 
# -aパラメータを指定しない場合、ソケット用ファイル名を適切な値に修正します。 
# 
#  export MYSQL_UNIX_PORT=/var/lib/mysql/mysql.sock 
# 
# データベース名、IPアドレスなどを適切な値に修正します。 
# 
  clp_mysql50mon mysqlwatch -d XXXX -a nnn.nnn.nnn.nnn 
 else 
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  echo "ERROR_DISK from FAILOVER" 
 fi 
else 
 echo "NO_CLP" 
fi 
echo "EXIT" 
exit 0 
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stop.sh 

 
#! /bin/sh 
#*************************************** 
#*               stop.sh                     * 
#*************************************** 
 
if [ "$CLP_EVENT" = "START" ] 
then 
 if [ "$CLP_DISK" = "SUCCESS" ] 
 then 
  echo "NORMAL1" 
  if [ "$CLP_SERVER" = "HOME" ] 
  then 
   echo "NORMAL2" 
  else 
   echo "ON_OTHER1" 
  fi 
  date +"%Y/%m/%d %T" 
  echo "clp_mysqlmon stop"  
  clp_mysql50mon mysqlwatch --stop 
 else 
  echo "ERROR_DISK from START" 
 fi 
elif [ "$CLP_EVENT" = "FAILOVER" ] 
then 
 if [ "$CLP_DISK" = "SUCCESS" ] 
 then 
  echo "FAILOVER1" 
  if [ "$CLP_SERVER" = "HOME" ] 
  then 
   echo "FAILOVER2" 
  else 
   echo "ON_OTHER2" 
  fi 
  date +"%Y/%m/%d %T" 
  echo "clp_mysqlmon stop"  
  clp_mysql50mon mysqlwatch --stop 
 else 
  echo "ERROR_DISK from FAILOVER" 
 fi 
else 
 echo "NO_CLP" 
fi 
echo "EXIT" 
exit 0 
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Sybase Adaptive Server Enterprise(ASE) 用 
ASE 用スクリプトは、start.sh と stop.sh の２つのスクリプトのテンプレートが用意されていま

す。 

動作環境などに合わせて、修正してご利用ください。修正ポイントを次項のスクリプトにおいて

下線付き太斜体で示します。 
 

start.sh 
 
#! /bin/sh 
#*************************************** 
#*  start.sh                               * 
#*************************************** 
if [ "$CLP_EVENT" = "START" ] 
then 
 if [ "$CLP_DISK" = "SUCCESS" ] 
 then 
  echo "NORMAL1" 
  if [ "$CLP_SERVER" = "HOME" ] 
  then 
   echo "NORMAL2" 
  else 
   echo "ON_OTHER1" 
  fi 
 
  date +"%Y/%m/%d %T" 
  echo "Sybase ASE start" 
 
 # 
 # ASEのスタートファイルのパスを修正します 
 # Sybaseのインストールパス、および、DB-Libraryパスを 
 # 適切な値に修正します 
 # 
  run_script=/opt/sybase/ASE-12_5/install/RUN_SERVER 
  export LD_LIBRARY_PATH=/opt/sybase/OCS-12_5/lib 
  export SYBASE=/opt/sybase 
 
 # 
 # Sybase用のアカウントおよび Sybaseのインストールパスを修正します 
 # 
  su - sybase -c "export SYBASE=/opt/sybase; $run_script" > 
/dev/null 2>&1 & 
  sleep 10 
 
 else 
  echo "ERROR_DISK from START" 
 fi 
elif [ "$CLP_EVENT" = "FAILOVER" ] 
then 
 if [ "$CLP_DISK" = "SUCCESS" ] 
 then 
  echo "FAILOVER1" 
  if [ "$CLP_SERVER" = "HOME" ] 
  then 
   echo "FAILOVER2" 
  else 
   echo "ON_OTHER2" 
  fi 
 
  date +"%Y/%m/%d %T" 
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  echo "Sybase ASE start" 
 
 # 
 # ASEのスタートファイルのパスを修正します 
 # Sybaseのインストールパス、および、DB-Libraryパスを 
 # 適切な値に修正します 
 # 
  run_script=/opt/sybase/ASE-12_5/install/RUN_SERVER 
  export LD_LIBRARY_PATH=/opt/sybase/OCS-12_5/lib 
  export SYBASE=/opt/sybase 
 
 # 
 # Sybase用のアカウントおよび Sybaseのインストールパスを修正します 
 # 
  su - sybase -c "export SYBASE=/opt/sybase; $run_script" > /dev/null 
2>&1 & 
  sleep 10 
 
 else 
  echo "ERROR_DISK from FAILOVER" 
 fi 
else 
 echo "NO_CLP" 
fi 
echo "EXIT" 
exit 0 
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stop.sh 

 
#! /bin/sh 
#*************************************** 
#*   stop.sh                               * 
#*************************************** 
if [ "$CLP_EVENT" = "START" ] 
then 
 if [ "$CLP_DISK" = "SUCCESS" ] 
 then 
  echo "NORMAL1" 
  if [ "$CLP_SERVER" = "HOME" ] 
  then 
   echo "NORMAL2" 
  else 
   echo "ON_OTHER1" 
  fi 
 
  date +"%Y/%m/%d %T" 
  echo "Sybase ASE stop" 
  # 
  # ISQLコマンドのパスを修正します 
  # 
  ISQL=/opt/sybase/OCS-12_5/bin/isql 
 
  # 
  # シャットダウンスクリプトのパスを修正します 
  # 
  shutdown=/home/sybase/shutdown 
  sleep 10 
 
  # 
  # ASEサーバ名、データベースのユーザ名/パスワードを適切な値に修正します 
  # Sybase用のアカウントおよび Sybaseのインストールパスを修正します 
  # 
  su - sybase -c "export SYBASE=/opt/sybase; $ISQL -S SERVER -U sa 
-P -i $shutdown" 
  sleep 10 
 
 else 
  echo "ERROR_DISK from START" 
 fi 
elif [ "$CLP_EVENT" = "FAILOVER" ] 
then 
 if [ "$CLP_DISK" = "SUCCESS" ] 
 then 
  echo "FAILOVER1" 
  if [ "$CLP_SERVER" = "HOME" ] 
  then 
   echo "FAILOVER2" 
  else 
   echo "ON_OTHER2" 
  fi 
 
  date +"%Y/%m/%d %T" 
  echo "Sybase ASE stop" 
  # 
  # ISQLコマンドのパスを修正します 
  # 
  ISQL=/opt/sybase/OCS-12_5/bin/isql 
 
  # 
  # シャットダウンスクリプトのパスを修正します 
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  # 
  shutdown=/home/sybase/shutdown 
  sleep 10 
 
  # 
  # ASEサーバ名、データベースのユーザ/パスワードを適切な値に修正します 
  # Sybase用のアカウントおよび Sybaseのインストールパスを修正します 
  # 
  su - sybase -c "export SYBASE=/opt/sybase; $ISQL -S SERVER -U sa 
-P -i $shutdown" 
  sleep 10 
 
 else 
  echo "ERROR_DISK from FAILOVER" 
 fi 
else 
 echo "NO_CLP" 
fi 
echo "EXIT" 
exit 0 
 

 

スタートファイルおよびシャットダウンファイル 
ASE の起動時には、インストール時に作成されたスタートファイルを使用することができます

(上記の例では、RUN_SERVER )。一方、停止時はデータベースサーバに接続してシャットダウン

ファイルを実行します。本ファイルは、パスやファイル名は自由なので、どのような名前にしても

構いませんが、start.sh/stop.sh で指定したフルパス名に合わせてください。 

各ファイルには、以下の内容を記述してください。なお、本内容に対するテンプレートはありま

せん。 

 

shutdown 

shutdown with nowait 

go 
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ASE 監視用 
データベースの接続/切断、および、ASE 監視用スクリプトは、start.sh と stop.sh の２つのスク

リプトのテンプレートが用意されています。 

動作環境などに合わせて、修正してご利用ください。修正ポイントを次項のスクリプトにおいて

下線付き太斜体で示します。 
 

start.sh 
 
#!/bin/sh 
#*************************************** 
#*  start.sh                               * 
#*************************************** 
 
# 
# Sybaseインストールパス、および、DB-Libraryパスを 
# 適切な値に修正します 
# 
export SYBASE=/opt/sybase 
export LD_LIBRARY_PATH=/opt/sybase/OCS-12_5/lib 
 
if [ "$CLP_EVENT" = "START" ] 
then 
 if [ "$CLP_DISK" = "SUCCESS" ] 
 then 
  echo "NORMAL1" 
  if [ "$CLP_SERVER" = "HOME" ] 
  then 
   echo "NORMAL2" 
  else 
   echo "ON_OTHER1" 
  fi 
  # 
  # データベースサーバ名やデータベース名を適切な値に修正します 
  # 
  clp_sybmon sybwatch -d XXXX -s SERVER -u user 
 
 else 
  echo "ERROR_DISK from START" 
 fi 
elif [ "$CLP_EVENT" = "FAILOVER" ] 
then 
 if [ "$CLP_DISK" = "SUCCESS" ] 
 then 
  echo "FAILOVER1" 
  if [ "$CLP_SERVER" = "HOME" ] 
  then 
   echo "FAILOVER2" 
  else 
   echo "ON_OTHER2" 
  fi 
  # 
  # データベースサーバ名やデータベース名を適切な値に修正します 
  # 
  clp_sybmon sybwatch -d XXXX -s SERVER -u user 
 
 else 
  echo "ERROR_DISK from FAILOVER" 
 fi 
else 
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 echo "NO_CLP" 
fi 
echo "EXIT" 
exit 0 
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stop.sh 

 
#! /bin/sh 
#*************************************** 
#*   stop.sh                               * 
#*************************************** 
 
# 
# DB-Libraryパスを適切な値に修正します 
# 
export LD_LIBRARY_PATH=/opt/sybase/OCS-12_5/lib 
 
if [ "$CLP_EVENT" = "START" ] 
then 
 if [ "$CLP_DISK" = "SUCCESS" ] 
 then 
  echo "NORMAL1" 
  if [ "$CLP_SERVER" = "HOME" ] 
  then 
   echo "NORMAL2" 
  else 
   echo "ON_OTHER1" 
  fi 
  # 
  # correct the watch id 
  # 
  clp_sybmon sybwatch --stop 
   
 else 
  echo "ERROR_DISK from START" 
 fi 
elif [ "$CLP_EVENT" = "FAILOVER" ] 
then 
 if [ "$CLP_DISK" = "SUCCESS" ] 
 then 
  echo "FAILOVER1" 
  if [ "$CLP_SERVER" = "HOME" ] 
  then 
   echo "FAILOVER2" 
  else 
   echo "ON_OTHER2" 
  fi 
  # 
  # correct the watch id 
  # 
  clp_sybmon sybwatch --stop 
 
 else 
  echo "ERROR_DISK from FAILOVER" 
 fi 
else 
 echo "NO_CLP" 
fi 
echo "EXIT" 
exit 0 
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付録 B 用語集 
 

英数字  

  
CLUSTERパーティション ミラーディスクに設定するパーティション。ミラーディス

クの管理に使用する。 
関連(ディスクハートビート用パーティション) 

  
  

あ  

  
インタコネクト クラスタ サーバ間の通信パス 

(関連) プライベート LAN、パブリック LAN 
  
  

か  

  

仮想IPアドレス
2 遠隔地クラスタを構築する場合に使用するリソース

(IPアドレス) 
  
管理クライアント WebManager が起動されているマシン 

 
  
起動属性 クラスタ起動時、自動的にフェイルオーバグループを

起動するか、手動で起動するかを決定するフェイル

オーバ グループの属性 
管理クライアントより設定が可能 

  
共有ディスク 複数サーバよりアクセス可能なディスク 

 
  
共有ディスク型クラスタ 共有ディスクを使用するクラスタシステム 

 
  
切替パーティション 複数のコンピュータに接続され、切り替えながら使用

可能なディスクパーティション 
(関連)ディスクハートビート用パーティション 

  
クラスタ システム 複数のコンピュータを LAN などでつないで、1 つの

システムのように振る舞わせるシステム形態 
  
クラスタ シャットダウン クラスタシステム全体 (クラスタを構成する全サーバ)

をシャットダウンさせること 
  
現用系 ある 1 つの業務セットについて、業務が動作してい

るサーバ 
(関連) 待機系 

  

                                                      
2 仮想IPアドレスはwindows版でのみ使用する概念になります。 
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さ  

  
セカンダリ (サーバ) 通常運用時、フェイルオーバグループがフェイルオー

バする先のサーバ 
(関連) プライマリ サーバ 

  
  

た  

  
待機系 現用系ではない方のサーバ 

(関連) 現用系 
  
ディスクハートビート用パー

ティション 
共有ディスク型クラスタで、ハートビート通信に使用す

るためのパーティション 
  
データパーティション 共有ディスクの切替パーティションのように使用するこ

とが可能なローカルディスク 
ミラーディスクに設定するデータ用のパーティション 
(関連) CLUSTER パーティション 

  
  

な  

  
ネットワークパーティション 全てのハートビートが途切れてしまうこと 

(関連) インタコネクト、ハートビート 
  
ノード クラスタシステムでは、クラスタを構成するサーバを指

す。ネットワーク用語では、データを他の機器に経由

することのできる、コンピュータやルータなどの機器を

指す。 
  
  

は  

  
ハートビート サーバの監視のために、サーバ間で定期的にお互い

に通信を行うこと 
(関連) インタコネクト、ネットワークパーティション 

  
パブリック LAN サーバ / クライアント間通信パスのこと 

(関連) インタコネクト、プライベート LAN 
  
フェイルオーバ 障害検出により待機系が、現用系上の業務アプリ

ケーションを引き継ぐこと 
  
フェイルバック あるサーバで起動していた業務アプリケーションが

フェイルオーバにより他のサーバに引き継がれた後、

業務アプリケーションを起動していたサーバに再び業

務を戻すこと 
  
フェイルオーバ グループ 業務を実行するのに必要なクラスタリソース、属性の

集合 
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フェイルオーバ グループの移

動 
ユーザが意図的に業務アプリケーションを現用系から

待機系に移動させること 
  
フェイルオーバ ポリシー フェイルオーバ可能なサーバリストとその中でのフェイ

ルオーバ優先順位を持つ属性 
  
プライベート LAN クラスタを構成するサーバのみが接続された LAN 

(関連) インタコネクト、パブリック LAN 
  
プライマリ (サーバ) フェイルオーバグループでの基準で主となるサーバ 

(関連) セカンダリ (サーバ) 
  
フローティング IP アドレス フェイルオーバが発生したとき、クライアントのアプリ

ケーションが接続先サーバの切り替えを意識すること

なく使用できる IP アドレス 
クラスタサーバが所属する LAN と同一のネットワー

ク アドレス内で、他に使用されていないホスト アドレ

スを割り当てる 
  
  

ま  

  
マスタサーバ Builder の [クラスタのプロパティ]-[マスタサーバ] で

先頭に表示されているサーバ 
  
ミラーコネクト データミラー型クラスタでデータのミラーリングを行う

ために使用する LAN。プライマリインタコネクトと兼用

で設定することが可能。 
  
ミラー ディスクシステム 共有ディスクを使用しないクラスタシステム 

サーバのローカルディスクをサーバ間でミラーリング

する 
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62, 65 
シャットダウンファイル, 120 
障害時のログ採取, 50 

す 
スクリプト記述, 25 
スクリプトテンプレート, 85 
スクリプトテンプレートのアンインストール, 87 
スクリプトテンプレートの詳細, 88 
スクリプトテンプレートのセットアップ, 85 
スタートファイル, 120 

せ 
正常な動作を示すメッセージ, 51, 54, 57, 60, 63 
設定誤りなどで発生するメッセージ, 51, 54, 57, 60, 63 
設定の流れ, 67, 68 

た 
対話形式でのライセンス登録, 20 
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データベース, 18 

データベース監視で異常を検出したときのメッセージ, 
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データベース監視で異常を検出したときのメッセージ, 
56 

データベース監視監視で異常を検出したときのメッセー

ジ, 52 

と 
動作確認, 82 
動作環境, 19 

は 
ハードウェア, 19 

ひ 
必要メモリ容量, 19 

ふ 
フェイルオーバグループの作成, 67, 69 

ら 
ライセンス登録, 13, 19, 20 
ライセンスの登録, 21 
ライセンスファイル指定, 21 
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